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●きらめき青春／お～い！昔 ほか
●まちの話題TOPICS／はたログ
●お知らせ・ガイド
●この時　熱中・夢中

　9月12日㈰、親子で棚田・やま田を思いっきり体感するツ
アーが開催されました。あいにくの雨でしたが、市内から親子
13組、31人が参加。「慶地の棚田」見学では、身近なのに
見る機会の少ないその美しい光景に、子どもたちも静かに見
入っていました。

　9月12日㈰、親子で棚田・やま田を思いっきり体感するツ
アーが開催されました。あいにくの雨でしたが、市内から親子
13組、31人が参加。「慶地の棚田」見学では、身近なのに
見る機会の少ないその美しい光景に、子どもたちも静かに見
入っていました。

9月12日㈰、親子で棚田・やま田を思いっきり体感するツ9月12日㈰、親子で棚田・やま田を思いっきり体感するツ9月12日㈰、親子で棚田・やま田を思いっきり体感するツ9月12日㈰、親子で棚田・やま田を思いっきり体感するツ

棚田を望む棚田を望む棚田を望む
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平成21年度決算を
お知らせします

決算書及び関係諸表については、市役所本庁・
支所・公民館などで閲覧できます。
■問合せ：財政課　☎757-3114

　
平
成
21
年
度
の
一
般
会
計
及
び
８
つ

の
特
別
会
計
の
決
算
は
、
歳
入
総
額
５

９
１
億
３
、
１
１
２
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
う
ち
一
般
会
計
で
は
、
歳
入
決
算

額
４
０
６
億
６
、
５
２
０
万
円
、
歳
出

決
算
額
３
８
８
億
２
３
７
万
円
で
差
し

引
き
18
億
６
、
２
８
３
万
円
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。

　
合
併
５
年
の
節
目
と
な
る
21
年
度
決

算
の
特
徴
は
、
国
の
緊
急
経
済
対
策
に

よ
る
地
域
活
性
化
臨
時
交
付
金
の
大
幅

な
増
額
や
J
R
東
日
本
㈱
か
ら
の
寄
付

金
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
の
２
割
を
超

え
る
決
算
額
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
う
ち
総
務
費
で
は
、
国

の
財
政
支
援
を
受
け
な
が
ら
全
国
に
先

駆
け
て
地
域
お
こ
し
協
力
隊
設
置
事
業

に
取
り
組
み
、
意
欲
あ
る
隊
員
を
５
人

配
置
し
ま
し
た
。

　
民
生
費
で
は
、
要
援
護
世
帯
を
地
域

で
見
守
る
集
落
安
心
づ
く
り
事
業
が
広

が
り
を
み
せ
る
な
ど
、
高
齢
者
を
支
え

る
事
業
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
老
朽

化
し
た
上
野
保
育
園
改
築
に
着
手
し
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
含
め
22
年
度

の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。
障
が
い
者
支

援
に
つ
い
て
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の

整
備
や
相
談
支
援
の
充
実
、
そ
し
て
障

が
い
者
自
立
支
援
法
へ
の
移
行
に
よ
る

就
労
支
援
な
ど
、
障
が
い
者
が
自
立
し

た
地
域
生
活
が
送
ら
れ
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
衛
生
費
で
は
、
子
育
て
支
援
と
し
て

通
院
の
児
童
医
療
費
助
成
の
対
象
児
童

を
小
学
３
年
ま
で
拡
大
し
ま
し
た
。
ま

た
、
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
妊
婦

の
健
康
診
査
の
公
費
負
担
回
数
を
拡
充

し
、
不
妊
治
療
に
対
し
て
助
成
を
開
始

し
ま
し
た
。

　
労
働
費
で
は
、
中
小
企
業
の
雇
用
の

維
持
確
保
を
進
め
る
た
め
助
成
を
行
う

と
と
も
に
、
研
修
支
援
事
業
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　
農
林
水
産
費
で
は
、
米
の
厳
し
い
産

地
間
競
争
を
勝
ち
抜
く
た
め
、
十
日
町

産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
対
策
を

推
進
し
て
き
ま
し
た
。林
業
関
係
で
は
、

直
営
の
森
林
整
備
作
業
員
の
配
置
や
国

庫
補
助
事
業
の
活
用
で
積
極
的
な
森
林

整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　
商
工
費
に
つ
い
て
は
、
中
小
企
業
の

資
金
繰
り
対
策
と
し
て
信
用
保
証
料
の

補
給
割
合
を
平
成
20
年
12
月
以
降
、

50
％
か
ら
75
％
に
引
き
上
げ
て
継
続
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
観
光
で
は
、
大
地

の
芸
術
祭
や
冬
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
新

潟
県
大
観
光
交
流
年
に
ふ
さ
わ
し
い
取

り
組
み
を
行
う
と
と
も
に
、
通
年
観
光

化
を
目
指
し
た
二
次
交
通
対
策
に
も
力

を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

　
土
木
費
で
は
、
39
路
線
の
市
道
改
良

舗
装
工
事
を
行
っ
た
ほ
か
、
土
地
区
画

整
理
事
業
で
は
、
駅
西
地
区
の
23
年
度

完
成
を
目
指
し
道
路
整
備
と
宅
地
造
成

を
行
い
、
西
本
町
地
区
で
は
仮
換
地
指

定
率
１
０
０
％
を
達
成
し
ま
し
た
。
住

宅
関
係
で
は
、
経
済
対
策
の
一
環
と
し

て
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業
を
創

設
し
ま
し
た
。

　
教
育
費
で
は
、
引
き
続
き
学
校
施
設

の
耐
震
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
教
員

に
１
人
１
台
の
パ
ソ
コ
ン
を
整
備
し
ま

し
た
。

　
文
化
財
・
体
育
関
係
で
は
、
国
宝
指

定
10
周
年
事
業
を
行
っ
た
ほ
か
、
吉
田

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
場
に
日
本
初

の
常
設
ス
タ
ー
テ
ィ
ン
グ
ハ
ウ
ス
を
建

設
し
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
市
の
財
政
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
市
で
は
毎
年
２
回
、
財

政
の
あ
ら
ま
し
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
３
・
４
ペ
ー
ジ
で
21
年
度
の
決
算
状

況
、
５
ペ
ー
ジ
で
本
年
度
の
６
月
末
の
予
算
執
行
状
況
、
６
ペ
ー
ジ
で
十
日
町
地
域

広
域
事
務
組
合
の
決
算
状
況
と
６
月
末
の
予
算
執
行
状
況
、
津
南
地
域
衛
生
施
設
組

合
の
決
算
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
７
〜
10
ペ
ー
ジ
に
は
21
年
度
に
実
施

し
た
主
な
事
業
を
掲
載
し
ま
し
た
。

大地の芸術祭2009

平成21年度決算を
お知らせします

会 計 名 歳入決算額㋑ 歳出決算額㋺ 差引額㋑−㋺
前年度対比 前年度対比

一般会計 406億6,520 22.0 388億0,237 22.9 18億6,283

特
別
会
計

国民健康保険 63億1,971 3.7 60億4,436 1.8 2億7,535

国民健康保険診療所 3億4,531 △ 8.0 3億1,910 △ 4.8 2,621

老人保健 5,479 △ 93.6 5,309 △ 93.7 170

後期高齢者医療 ４億9,735 2.0 4億9,709 2.6 26

介護保険 53億7,352 6.1 52億0,957 6.2 1億6,395

簡易水道事業 15億9,311 1.2 15億1,636 0.5 7,675

下水道事業 42億6,639 △ 2.2 40億0,692 △ 3.0 2億5,947

松之山温泉配湯事業 1,574 △ 84.7 1,485 △ 85.4 89

特別会計合計 184億6,592 △ 2.4 176億6,134 △ 3.2 8億0,458

合　　計 591億3,112 13.1 564億6,371 13.3 26億6,741

　
一
般
会
計
で
は
、
歳
入
決
算
額
４
０
６
億
６
、
５
２
０

万
円
（
前
年
度
対
比
22
・
０
％
増
）、
歳
出
決
算
額
３
８

８
億
２
３
７
万
円
（
前
年
度
対
比
22
・
９
％
増
）
で
差
し

引
き
18
億
６
、
２
８
３
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

（単位：万円・％）

※下水道事業の前年度対比は統合前の農業集落排水事業を加えた金額との比較です

平成21年度
一般・特別会計の決算

　　財産の状況　　（H22.3.31現在）

土　　　　地 2,165万4,315㎡

建　　　　物 44万0,015㎡

有 価 証 券 株　券 11億4,405万円

学 校 基 金
山　林 22万6,831㎡

立　木 2,847㎥

土地開発基金
土　地 3万8,669㎡

現　金 2,910万円

一般旅券印紙
等 購 買 基 金

印紙類 122万円

現　金 78万円

そ の 他 基 金
（ 全 会 計 分 ）

現　金 83億9,750万円
県支出金 21億0,412万円（5.2%）〈△3.1％〉

国庫支出金
49億3,500万円
（12.2%）〈153.6％〉

地方譲与税
4億1,957万円（1.0%）〈△5.8％〉

地方消費税交付金
5億8,651万円（1.4%）〈5.2％〉

その他
2億5,527万円
（0.6%）〈△4.1％〉

諸収入25億6,439万円
（6.3%）〈22.1％〉

繰越金17億5,364万円
（4.3%）〈54.8％〉

分担金及び負担金
4億1,533万円
（1.0%）〈1.7％〉

その他 36億3,033万円（8.9%）〈384.9％〉

使用料及び手数料
3億9,766万円
（1.0%）〈△8.8％〉

市債
38億3,390万円（9.4%）〈5.1％〉

市税
68億0,943万円
（16.8%）〈△2.3％〉

地方交付税
129億6,005万円
（31.9%）〈3.9％〉

自
主
財
源
38.3％

依
存
財
源
61.7％

国庫支出金
49億3,500万円
（12.2%）〈153.6％〉

市税
68億0,943万円
（16.8%）〈△2.3％〉

地方交付税
129億6,005万円
（31.9%）〈3.9％〉

自
主
財
源
38.3％

依
存
財
源
61.7％

歳入

公債費
48億3,256万円
（12.4%）〈△9.6％〉

民生費
66億6,758万円
（17.2%）〈4.1％〉

教育費
33億5,564万円
（8.6%）〈6.6％〉

総務費
87億2,468万円
（22.5%）〈112.0％〉

　土木費
61億8,590万円
（15.9%）〈36.0％〉

商工費
33億9,613万円
（8.8%）〈14.4％〉

公債費
48億3,256万円
（12.4%）〈△9.6％〉

民生費
66億6,758万円
（17.2%）〈4.1％〉

　土木費
61億8,590万円
（15.9%）〈36.0％〉

商工費
33億9,613万円
（8.8%）〈14.4％〉

消防費 12億2,298万円
（3.2%）〈6.9％〉

議会費 2億1,327万円
（0.5%）〈△16.2％〉

衛生費 18億6,091万円
（4.8%）〈18.9％〉

災害復旧費 4,186万円
（0.1%）〈△64.5％〉

農林水産業費
19億9,870万円
（5.2%）〈9.6％〉

労働費 3億0,216万円
（0.8%）〈100.8％〉

歳出
（目的別）

歳出
（性質別）

普通建設事業費
62億9,724万円
（16.2%）〈46.0％〉

災害復旧事業費 4,186万円
（0.1%）〈△65.1％〉

投資・出資・貸付金
18億6,247万円（4.8%）〈4.6％〉

維持補修費
15億2,862万円（3.9%）〈114.3％〉

積立金
39億8,274万円
（10.3%）〈719.2％〉

物件費
41億7,869万円
（10.8%）〈4.0％〉

繰出金
36億1,092万円
（9.3%）〈11.0％〉

補助費等
42億7,944万円
（11.0%）〈33.5％〉

義
務
的
経
費
33.6％

そ
の
他
経
費
50.1％ 投資的

経費16.3％

公債費
49億1,856万円
（12.7%）〈△10.1％〉

人件費
52億1,147万円
（13.4%）〈△6.4％〉

普通建設事業費
62億9,727万円
（16.2%）〈46.0％〉

扶助費
28億9,033万円
（7.5%）〈8.7％〉

積立金
39億8,274万円
（10.3%）〈719.2％〉

物件費
41億7,869万円
（10.8%）〈4.0％〉

補助費等
42億7,944万円
（11.0%）〈33.5％〉

義
務
的
経
費
33.6％

そ
の
他
経
費
50.1％ 投資的

経費16.3％

【一般会計歳入の状況】406億6,520万円　前年度対比22.0％増

【一般会計歳出の状況】388億0,237万円　前年度対比22.9％増

※（　）内は構成比、〈　〉内は前年度対比

※（　）内は構成比、〈　〉内は前年度対比
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一般単独事業債
（合併特例事業債含む）
139億1,716万円
（34.6%）〈2.7％〉

一般単独事業債
（合併特例事業債含む）
145億1,129万円
（36.4%）〈4.3％〉

398億
8,412万円
〈△1.0％〉

398億
8,412万円
〈△1.0％〉

減税補てん債
10億3,368万円（2.6%）〈△11.3％〉

教育・福祉施設等
整備事業債
13億7,945万円
（3.5%）〈△18.7％〉

臨時財政対策債
86億6,929万円
（21.8%）〈10.8％〉

災害復旧事業債
18億8,453万円
（4.7%）〈△9.6％〉

一般公共事業債
14億0,627万円
（3.5%）〈△13.4％〉

公営住宅建設事業債
8億5,193万円（2.1%）〈△8.0％〉

新潟県貸付金
6億6,835万円（1.7%）〈△15.9％〉

その他債 20億0,880万円
（5.0%）〈△9.8％〉

一般単独事業債
（合併特例事業債含む）
145億1,129万円
（36.4%）〈4.3％〉

臨時財政対策債
86億6,929万円
（21.8%）〈10.8％〉

過疎対策事業債
74億7,053万円
（18.7%）〈△6.9％〉

過疎対策事業債
74億7,053万円
（18.7%）〈△6.9％〉

民生費
110,400円

福祉の充実に

土木費
102,400円

道路の建設や
都市計画に

総務費
144,400円

人件費などに

公債費
80,000円

借入金の
返済に

教育費
55,500円

学校や社会
教育に

商工費
56,200円

産業や観光に

衛生費
30,800円

医療やごみ
処理などに

農林水産業費
33,100円

農業などの
振興に

消防費
20,200円

防災安全の
ために

その他
9,200円

災害復旧や
議会の運営

などに

【地方債残高の状況】398億8,412万円　
前年度対比1.0％減

　地方債とは、市町村が国や銀行などの金融機

関から長期に借りるお金です。

　21年度の歳出決算額を22年３月末の人口60,418人

で割ったおおよその金額です。

【市民１人当たりの歳出額】１人当たり
約642,200円

用
語
の
解
説

健全化判断比率及び資金不足比率の状況

　平成19年６月に公布され、20年度決算より本格施行となった「地方公共団体の財政の健全化に関

する法律」により、健全化判断比率と資金不足比率を監査委員の審査を受けた後、審査意見書を付け

て９月定例議会に報告しました。

健全化判断比率の名称 21年度
国の判断基準

早期健全化
基準※⑤

財政再生基
準※⑥

実質赤字比率※① − 12.48 20.00 

連結実質赤字比率※② − 17.48 40.00 

実質公債費比率※③ 16.5 25.0 35.0 

将来負担比率※④ 123.2 350.0

公営企業会計の名称 21年度
経営健全化
基準※⑦

水道事業会計 − 20.0 

簡易水道事業特別会計 − 20.0 

下水道事業特別会計 − 20.0 

松之山温泉配湯事業特別会計 − 20.0 

【健全化判断比率】　　　　　　　　　　  （単位：％） 【資金不足比率】　　　　　　　  （単位：％）

財政指標の状況

平成21年度の決算統計における財政指標の状況は次のとおりです。
経常収支比率※⑧…93.5％　財政力指数※⑨…0.424

※
①
実
質
赤
字
比
率

　
一
般
会
計
を
対
象
と
し
た
実
質
赤
字

額
の
、標
準
財
政
規
模
（
用
語
の
解
説
⑩
）

に
対
す
る
比
率
で
す
。
赤
字
で
な
い
場

合
は
、「
−
」
で
表
示
し
ま
す
。

※
②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　
特
別
会
計
な
ど
を
含
む
全
会
計
を
対

象
と
し
た
実
質
赤
字
額
の
、
標
準
財
政

規
模
に
対
す
る
比
率
で
す
。
赤
字
で
な

い
場
合
は
、「
−
」
で
表
示
し
ま
す
。

※
③
実
質
公
債
費
比
率

　
一
般
会
計
の
元
利
償
還
金
や
公
営
企

業
（
特
別
会
計
含
む
）
の
公
債
費
へ
の

一
般
会
計
繰
出
金
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
や
一
部
事

務
組
合
の
公
債
費
へ
の
負
担
金
、
債
務

負
担
行
為
に
基
づ
く
支
出
の
う
ち
公
債

費
類
似
経
費
な
ど
の
合
算
額
の
、
標
準

財
政
規
模
に
対
す
る
比
率
で
す
。

※
④
将
来
負
担
比
率

　
一
般
会
計
の
年
度
末
の
地
方
債
残
高

や
今
後
債
務
を
伴
う
支
出
見
込
額
、
公

営
企
業
へ
の
今
後
の
繰
出
見
込
額
及
び

全
職
員
が
普
通
退
職
し
た
場
合
の
年
度

末
の
退
職
金
な
ど
か
ら
、
各
種
の
基
金

や
今
後
歳
入
さ
れ
る
見
込
み
の
公
営
住

宅
使
用
料
、
都
市
計
画
税
及
び
普
通
交

付
税
の
償
還
金
補
て
ん
額
な
ど
を
差
し

引
い
た
額
の
、
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る

比
率
で
す
。

※
⑤
早
期
健
全
化
基
準

　
標
準
財
政
規
模
の
額
な
ど
で
そ
の
団

体
の
早
期
健
全
化
基
準
値
が
決
定
し
ま

す
。
健
全
化
判
断
比
率
の
い
ず
れ
か
が
早

期
健
全
化
基
準
以
上
に
な
る
と
、「
財
政

健
全
化
計
画
」
を
議
会
の
議
決
を
経
て
定

め
た
後
、
公
表
す
る
と
と
も
に
県
知
事
に

報
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
県
知
事
か

ら
勧
告
を
受
け
た
場
合
は
、
勧
告
の
内
容

を
議
会
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
監
査
委

員
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

※
⑥
財
政
再
生
基
準

　
標
準
財
政
規
模
の
額
な
ど
で
そ
の
団
体

の
財
政
再
生
基
準
値
が
決
定
し
ま
す
。
健

全
化
判
断
比
率
の
い
ず
れ
か
が
財
政
再
生

基
準
以
上
に
な
る
と
、「
財
政
再
生
計
画
」

を
議
会
の
議
決
を
経
て
定
め
た
後
、
公
表

す
る
と
と
も
に
総
務
大
臣
に
協
議
し
て
、

そ
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
毎
年
度
、
そ
の
実
施
状
況
を
議
会
に

報
告
す
る
と
と
も
に
公
表
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
な
お
、
総
務
大
臣
の
同
意
を

得
て
い
る
場
合
で
な
け
れ
ば
災
害
復
旧
事

業
債
な
ど
を
除
き
、
地
方
債
の
発
行
が
で

き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
⑦
経
営
健
全
化
基
準

　
経
営
健
全
化
基
準
は
、
す
べ
て
の
団
体

が
20
・
０
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ

か
の
会
計
が
20
・
０
％
以
上
と
な
っ
た
場

合
は
、「
経
営
健
全
化
計
画
」
を
議
会
の

議
決
を
経
て
定
め
た
後
、
公
表
す
る
と
と

も
に
県
知
事
に
報
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。県
知
事
か
ら
勧
告
を
受
け
た
場
合
は
、

勧
告
の
内
容
を
議
会
に
報
告
す
る
と
と
も

に
、
監
査
委
員
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
⑧
経
常
収
支
比
率

　
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
判
断
す
る
た
め

の
指
標
で
、
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債
費

な
ど
の
経
常
的
な
経
費
に
、
市
税
、
地
方

譲
与
税
、
普
通
交
付
税
な
ど
の
経
常
的
な

一
般
財
源
収
入
が
ど
の
程
度
充
当
さ
れ
て

い
る
か
を
表
す
割
合
で
す
。

※
⑨
財
政
力
指
数

　
財
政
力
の
強
さ
を
判
断
す
る
指
標
。
普

通
交
付
税
の
算
定
に
お
い
て
、
合
理
的
か

つ
妥
当
な
水
準
に
お
け
る
行
政
を
行
う
と

と
も
に
施
設
を
維
持
す
る
た
め
の
財
政
需

要
を
一
定
の
方
法
で
算
定
し
た
額
を
分
母

と
し
、
標
準
的
な
状
態
で
徴
収
が
見
込
ま

れ
る
税
収
入
を
一
定
の
方
法
に
よ
っ
て
算

定
し
た
額
を
分
子
と
し
て
除
し
た
数
値
の

３
か
年
間
の
平
均
値
。
こ
の
数
値
が
１
を

超
え
る
と
普
通
交
付
税
が
交
付
さ
れ
ま
せ

ん
。

※
⑩
標
準
財
政
規
模

　
標
準
的
に
収
入
し
う
る
経
常
的
な
一
般

財
源
の
総
額
で
、
市
税
、
地
方
譲
与
税
、

普
通
交
付
税
及
び
臨
時
財
政
対
策
債
発
行

可
能
額
（
普
通
交
付
税
の
代
替
と
な
る
地

方
債
）
の
合
計
額
で
す
。

会　計　名 ６月末予算額 収入済額 支出済額収入率 執行率

一般会計 356億2,211 92億3,844 25.9 58億4,283 16.4

特
別
会
計

国民健康保険 62億6,253 8億6,962 13.9 9億5,353 15.2

国民健康保険診療所 3億2,476 2,710 8.3 7,015 21.6

老人保健 60 0 0 0 0

後期高齢者医療 5億2,025 4,190 8.1 8,755 16.8

介護保険 55億0,889 9億5,283 17.3 9億1,550 16.6

簡易水道事業 12億6,198 1億0,781 8.5 5,376 4.3

下水道事業 39億3,836 2億3,433 6.0 1億9,867 5.0

松之山温泉配当事業 1,270 286 22.5 0 0

特別会計合計 178億3,007 22億3,645 12.5 22億7,916 12.8

合　　　計 534億5,218 114億7,489 21.5 81億2,199 15.2

（単位：万円・％）

事業区分 6月末予算額 契約済額（契約率）

補助事業 32億2,562 16億5,711（51.4％）

単独事業 42億1,509 14億8,757（35.3％）

合　　計 74億4,071 31億4,468（42.3％）

（単位：万円）

※上記の事業には災害復旧事業も含みます

22
年
度
一
般
・
特
別
会
計
の
６
月
末
予
算
執
行
状
況

公
共
事
業
契
約
状
況

　
22
年
度
６
月
末
の
全
会
計
の

投
資
的
事
業
予
算
額
74
億
４
、

０
７
１
万
円
に
対
し
て
、
契
約

済
額
は
31
億
４
、
４
６
８
万
円

（
契
約
率
42
・
３
％
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
６
月
末
の
予
算
執
行
状
況
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。
一

般
会
計
は
、
繰
越
分
を
含
む
６
月
末
の
予
算
額
３
５
６
億
２
、
２
１
１
万
円
に
対
し

て
収
入
済
額
92
億
３
、
８
４
４
万
円
（
収
入
率
25
・
９
％
）、
支
出
済
額
58
億
４
、
２

８
３
万
円
（
執
行
率
16
・
４
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
別
会
計
は
、
６
月
末
の
予
算
額
１
７
８
億
３
、
０
０
７
万
円
に
対
し
て
収
入
済

額
22
億
３
、
６
４
５
万
円
（
収
入
率
12
・
５
％
）、
支
出
済
額
22
億
７
、
９
１
６
万
円
（
執

行
率
12
・
８
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※（　）内は構成比、〈　〉内は前年度対比

21年度末現在高
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歳出
４億0,584
万円

総務費
4,333万円
（10.7％）

公債費
9,083万円
（22.4％）

津南町
1億
4,002万円
（31.2％）

十日町市
1億0,319万円
（23.0％）

斎場組合費 4,078万円（9.1％）

栄村
3,139万円
（7.0％）

手数料
2,727万円
（6.1％）

使用料
1,852万円
（4.1％）

繰越金
4,484万円
（10.0％）

繰入金 2,700万円（6.0％）

財産収入 26万円（0.1％）

斎場費
1,435万円
（3.5％）

塵芥処理費
1億2,312万円
（30.3％）

清掃総務費
5,452万円
（13.4％）

し尿処理費
7,949万円
（19.6％）

議会費 20万円
（0.1％）

津 南 町 2,139万円（4.8％）
十日町市 1,439万円（3.2％）
栄　　村 500万円（1.1％）

 　
　
塵
芥
・

し
尿処理組合費 

2億
7,4

60
万
円
（
6
1
.2
％
）

 　
　組
合

費
 3億1,538万

円（
70
.3
％
） 衛

生
費

 2億7,148万円
（

66
.8
％
）

使用料
及び手数料
4,579万円
（10.2％）

使用料
1,852万円
（4.1％）

諸収入
1,520万円（3.4％）

使用料
及び手数料
4,579万円
（10.2％）

歳入
４億4,847
万円

十日町地域広域事務組合
　
十
日
町
市
と
津
南
町
で
運
営
す
る
十
日
町
地
域
広

域
事
務
組
合
で
は
、
主
に
消
防
業
務
及
び
家
畜
指
導

診
療
業
務
を
行
い
ま
し
た
。

21
年
度
一
般
会
計
の
決
算

繰越金6,454万円

（単位：万円・％）22年度一般・特別会計の６月末予算執行状況

会　　計　　名 ６月末予算額 収入済額 支出済額収入率 執行率

一 　 般 　 会 　 計 22億0,286 4億6,313 21.0 3億9,066 17.7

家畜指導診療所特別会計 4,329 1,661 38.4 1,089 25.2

合　　　　　計 22億4,615 4億7,974 21.4 4億0,155 17.9

（単位：万円）21年度特別会計の決算

会計名 歳入額 歳出額 繰越金

家畜指導
診 療 所

5,032
〈1.8％〉

4,426
〈△0.8％〉

606

（単位：万円）組合債残高の状況

消 防 庁 舎 建 設 事 業 930

消 防 施 設 整 備 事 業 1億7,678

防 災 対 策 事 業 953

旧地域
総合整備事業

防災まちづくり事業 1億5,609

里 創 プ ラ ン 事 業 19億3,701

災 害 復 旧 事 業 債 3,470

合 　 　 　 　 　 計 23億2,341

21年度家畜指導診療所利用状況

指導診療事業 家畜改良事業 防疫事業

十日町市 2,201件 202件 3,018頭

歳出
15億7,723
万円

〈△0.7％〉

公債費
2億3,915万円
（15.2％）〈0.1％〉

総務費 2,290万円
（1.5％）〈2.7％〉

企画振興費 3万円
（0.0％）〈△78.6％〉

常備消防費
10億2,075万円
（64.7％）〈△1.1％〉

非常備消防費 2億2,150万円
（14.0％）〈10.0％〉

議会費 49万円
（0.0％）〈2.1％〉  

消防施設費
7,241万円
（4.6％）
〈△22.9％〉

 　

　
消
防費 13億1,466万円（8

3.3％
）〈
△
0.9

%
〉

歳入
16億4,177
万円

〈△0.9％〉

十日町市
12億2,940万円
（74.9％）〈△0.6％〉

津南町
2億6,142万円
（15.9％）〈4.9％〉

県支出金
5,605万円
（3.4％）〈△0.9％〉

繰越金
6,886万円
（4.2％）〈19.3％〉

諸収入 787万円
（0.5％）〈△66.0％〉

組合債 1,650万円
（1.0％）〈△31.0％〉

使用料及び手数料 157万円
（0.1％）〈127.5％〉 財産収入 7万円

（0.0％）〈△36.4％〉

寄付金 3万円
（0.0％）〈皆増〉

 　
　
分

担
金
及び負担金 14億9,082

万円
（9
0.8
％

）〈
0.
4%
〉

21
年
度
一
般
会
計
の
決
算

《 津 南 地 域 衛 生 施 設 組 合 》
　
十
日
町
市
（
中
里
地
域
・
松
之
山
地
域
の
み
）・

津
南
町
・
栄
村
の
３
市
町
村
で
構
成
し
、
火
葬
・

ご
み
・
し
尿
な
ど
の
共
同
処
理
を
行
い
ま
し
た
。

繰越金4,263万円

人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

　
　
　
　
３
、
８
６
５
万
円

上
野
保
育
園
改
築
事
業

　
　
　
　
７
、
５
６
１
万
円

平
成
21
〜
22
年
度
の
継
続
事
業
で
上

野
保
育
園
を
改
築
し
ま
す
。
21
年
度
は

測
量
・
設
計
委
託
料
、
工
事
費
（
前
払

金
）、
用
地
費
な
ど
を
支
出
し
ま
し
た
。

施
設
に
は
、
川
西
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
併
設
し
ま
す
。

妊
婦
の
健
康
増
進
を
図
り
、
子
育
て

世
代
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

に
、
妊
婦
健
診
費
用
の
助
成
を
5
回
か

ら
14
回
に
拡
大
し
ま
し
た
。

通
院
費
助
成
は
、
満
１
歳
か
ら
小
学

校
就
学
前
ま
で
の
す
べ
て
の
子
ど
も
が

対
象
で
し
た
が
、
９
月
か
ら
は
小
学
３

年
生
ま
で
範
囲
を
拡
大
し
ま
し
た
。
入

院
費
助
成
の
対
象
は
満
１
歳
か
ら
中
学

生
ま
で
の
す
べ
て
の
子
ど
も
で
す
。

治
療
費
が
高
額
の
特
定
不
妊
治
療
に

つ
い
て
、
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
し

た
。
県
の
助
成
対
象
と
な
っ
た
治
療
1

回
に
つ
き
10
万
円
を
上
限
に
、
1
年
間

1
回
と
し
、
通
算
で
5
年
間
助
成
し
ま

す
。

保
護
者
の
就
労
な
ど
に
よ
り
、
家
庭

で
面
倒
を
見
る
者
が
い
な
い
児
童
に
対

し
、
適
切
な
遊
び
や
生
活
の
場
を
提
供

す
る
こ
と
を
目
的
に
市
内
９
か
所
の
学

校
な
ど
で
開
設
し
て
い
ま
す
。
対
象
は

お
お
む
ね
小
学
３
年
生
ま
で
と
し
て
い

ま
す
が
４
年
生
以
上
の
児
童
の
利
用
も

あ
り
ま
し
た
。

①
子
育
て
世
代
の
支
援

児
童
医
療
費
助
成
事
業

　
　
　
　
７
、
３
３
０
万
円

②
高
齢
者
の
支
援

母
子
健
康
診
査
委
託
事
業

　
　
　
　
３
、
６
２
３
万
円

不
妊
治
療
費
助
成
事
業

　
　
　
　
　
　
１
７
０
万
円

③
障
が
い
の
あ
る
人
の
支
援

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
費
用
助
成
事
業

　
　
　
　
　
　
６
９
２
万
円

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感
染
に
よ
る

重
症
化
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
低
所
得
世
帯

へ
の
全
額
助
成
と
小
児
・
妊
婦
へ
の

１
、
０
０
０
円
減
額
助
成
を
実
施
し
ま

し
た
。

集
落
安
心
づ
く
り
事
業

　
　
　
　
　
　
４
０
７
万
円

中
山
間
地
の
集
落
及
び
高
齢
化
率
が

40
％
以
上
の
集
落
を
対
象
に
、
集
落
ぐ

る
み
で
高
齢
者
や
障
が
い
者
世
帯
の
雪

下
ろ
し
な
ど
を
行
う
場
合
に
、
そ
の
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
し
た
。

市
内
に
子
ど
も
な
ど
の
親
類
が
い
な

い
在
宅
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
や
、

高
齢
者
の
み
世
帯
な
ど
を
対
象
に
、
雪

下
ろ
し
に
係
る
費
用
、
ま
た
は
融
雪
屋

根
に
係
る
費
用
の
一
部
を
援
助
し
ま
し

た
。 要

援
護
世
帯
除
排
雪
援
助
事
業

　
　
　
　
２
、
６
６
８
万
円

地
域
生
活
支
援
事
業
　
　
　

　
　
　
　
８
、
８
９
０
万
円

障
が
い
の
あ
る
人
が
地
域
で
自
立
し

た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
取
り
組
む
事

業
で
す
。
相
談
支
援
事
業
、
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
な
ど
を
実
施
し
ま

し
た
。

21
年
度
の
主
な
事
業

障
が
い
者
自
立
支
援
給
付
事
業

　
　
６
億
２
、
７
５
７
万
円

居
宅
介
護
支
援
や
就
労
支
援
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
ケ
ア
ホ
ー
ム
な
ど
の

生
活
支
援
、
施
設
入
所
な
ど
に
係
る
経

費
を
支
出
し
ま
し
た
。

障がい者授産施設での作業風景

※（　）内は構成比、〈　〉内は前年度対比

※（　）内は構成比
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指
導
力
向
上
等
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
１
９
３
万
円

小
・
中
学
校
施
設
耐
震
化
事
業

　
　
５
億
３
、
９
６
５
万
円

市
の
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
に
基

づ
き
市
内
の
民
間
企
業
が
整
備
し
た
施

設
３
か
所
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
し

た
。
木
質
ペ
レ
ッ
ト
や
バ
イ
オ
デ
ィ
ー

ゼ
ル
燃
料
な
ど
の
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
用
し
て
環
境
に
優
し
い
循
環
型
社
会

の
構
築
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

学
校
施
設
の
安
全
性
を
向
上
さ
せ
る

た
め
、
学
校
の
耐
震
補
強
工
事
と
耐
震

診
断
を
実
施
し
ま
し
た
。（
耐
震
補
強

工
事

：

孟
地
小
校
舎
及
び
屋
内
体
育

館
、
東
小
屋
内
体
育
館
、
川
治
小
屋
内

体
育
館
、
千
手
小
屋
内
体
育
館
、
上
野

小
屋
内
体
育
館
、浦
田
小
屋
内
体
育
館
、

中
条
中
屋
内
体
育
館
）

活
力
あ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り

若
手
教
員
の
指
導
力
向
上
を
図
る
と

⑤
教
育
環
境
の
充
実

地
域
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用

交
付
金
事
業

　
　
　
　
４
、
８
０
２
万
円

①
地
域
に
活
力
を
生
む

　
経
済
対
策

木材チップ乾燥機

過
疎
化
・
高
齢
化
が
進
む
地
域
に
、

都
市
部
か
ら
人
材
を
招
き
、
集
落
の
維

持
・
強
化
に
資
す
る
活
動
に
取
り
組
ん

で
も
ら
う
事
業
で
す
。
平
成
21
年
度
は

市
内
４
地
域
に
５
人
の
隊
員
を
配
置
し

ま
し
た
。

市
制
度
融
資
（
県
制
度
融
資
の
一
部
）

を
利
用
し
た
事
業
者
が
支
払
う
べ
き
信

用
保
証
料
の
一
部
を
補
助
し
、
中
小
企

業
の
育
成
振
興
を
図
り
ま
し
た
。（
年

間
利
用
件
数
４
４
４
件
）

旧
十
日
町
小
学
校
教
員
住
宅
を
解
体

撤
去
し
、
中
央
公
民
館
駐
車
場
（
12
台

分
）
と
し
て
整
備
し
ま
し
た
。

大
観
光
交
流
年
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
の

一
つ
、
大
地
の
芸
術
祭
２
０
０
９
の
案

内
所
な
ど
の
運
営
事
業
や
、
小
学
校
介

助
員
設
置
事
業
な
ど
38
事
業
で
１
３
８

人
を
雇
用
し
ま
し
た
。

公
民
館
・
市
民
会
館
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
７
５
４
万
円

地
域
お
こ
し
協
力
隊
設
置
事
業

　
　
　
　
　
　
６
７
１
万
円

緊
急
雇
用
創
出
事
業

臨
時
特
例
基
金
事
業

　
　
　
　
８
、
９
８
１
万
円

雇
用
確
保
維
持
助
成
金

交
付
事
業

　
　
　
　
　
　
８
７
０
万
円

信
用
保
証
協
会
保
証
料

補
助
事
業

　
　
　
　
８
、
１
０
７
万
円

教
員
へ
の
１
人
１
台
パ
ソ
コ
ン
配
備

の
た
め
、
校
務
用
パ
ソ
コ
ン
の
購
入
及

び
教
務
室
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
工
事
を
実

施
し
ま
し
た
。

小
・
中
学
校
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

導
入
事
業

　
　
１
億
２
、
９
６
９
万
円

国
の
中
小
企
業
雇
用
安
定
助
成
金
、

ま
た
は
雇
用
調
整
助
成
金
を
利
用
し
て

従
業
員
の
雇
用
維
持
を
図
っ
た
事
業
主

に
対
し
、
１
件
当
た
り
10
万
円
、
合
計

で
８
７
０
万
円
を
助
成
し
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
雇
用
再
生

特
別
基
金
事
業

　
　
　
　
２
、
０
０
４
万
円

「
旅
行
商
品
の
開
発
、
観
光
案
内
な

ど
を
行
う
事
業
」「
妻
有
焼
モ
デ
ル
開

発
、
販
路
開
拓
事
業
」「
十
日
町
地
域

中
小
小
売
業
等
振
興
事
業

　
　
　
　
３
、
６
９
７
万
円

中
小
小
売
業
の
振
興
と
消
費
者
の
生

活
支
援
の
た
め
、
１
回
目
20
％
、
2
回

目
10
％
の
特
典
が
つ
い
た
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
を
発
行
し
ま
し
た
。

④
あ
ら
ゆ
る
分
野
で

　
取
り
組
む
環
境
対
策

と
も
に
、
学
校
全
体
の
教
育
力
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
に
教
育
セ
ン
タ
ー
の
嘱

託
指
導
主
事
が
中
心
と
な
っ
て
学
校
を

訪
問
し
ま
し
た
。

ブ
ラ
ン
ド
開
発
、販
路
開
拓
事
業
」
で
、

6
人
を
雇
用
し
ま
し
た
。

③
怒
と
う
の
人
の
流
れ
の
創
出

④
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
術

　
活
動
の
支
援

②
活
力
あ
る
農
林
業
の
支
援

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

観
光
誘
客
事
業  

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
５
０
２
万
円

季
節
に
合
わ
せ
た
４
種
類
の
観
光
誘

客
ハ
ガ
キ
を
作
成
し
、
全
世
帯
に
配
布

し
ま
し
た
。
ま
た
、
広
域
７
市
町
村
が

連
携
し
て
観
光
誘
客
事
業
を
行
う
た
め

に
設
立
し
た
雪
国
観
光
圏
推
進
協
議
会

ふ
る
さ
と
の
環
境

ア
メ
ニ
テ
ィ
回
復
事
業

　
　
　
　
３
、
８
４
５
万
円

①
高
規
格
道
路
の
建
設
促
進

②
市
道
な
ど
社
会
基
盤
の
整
備

新
潟
米
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
推

進
及
び
強
化
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
７
１
３
万
円

他
産
地
の
追
随
を
許
さ
な
い
米
づ
く

り
に
よ
り
消
費
者
の
信
頼
を
確
保
す
る

た
め
、
Ｊ
Ａ
十
日
町
が
行
う
米
品
質
評

価
シ
ス
テ
ム
の
整
備
を
支
援
し
、
一
定

水
準
以
上
の
食
味
・
品
質
を
確
保
す
る

仕
組
み
づ
く
り
を
推
進
し
ま
し
た
。

中
越
大
震
災
復
興
基
金
の
雇
用
対
策

事
業
を
活
用
し
、
15
人
の
作
業
員
を
雇

用
し
て
約
55
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
森
林
整
備

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

大会で利用されたスターティングハウス

観
光
振
興
事
業  

　
　
　
　

　
　
　
　
２
、
１
８
５
万
円

第
61
回
十
日
町
雪
ま
つ
り
、
第
22
回

雪
原
カ
ー
ニ
バ
ル
な
か
さ
と
、
第
23
回

越
後
ま
つ
だ
い
冬
の
陣
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
に
補
助
し
ま
し
た
。

大
地
の
芸
術
祭
運
営
事
業  

　
　
３
億
５
、
１
６
８
万
円

過
去
最
高
の
37
万
５
、
０
０
０
人
の

来
訪
者
を
記
録
し
た
第
４
回
大
地
の
芸

術
祭
開
催
に
関
す
る
経
費
。
主
に
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
委
託
料
や
、
作
品
の
制
作
・

監
理
業
務
に
係
る
委
託
料
、
関
連
イ
ベ

ン
ト
開
催
の
補
助
金
で
す
。

当
間
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド

整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
１
０
０
万
円

当
間
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
建
設
の
た
め
、
ク
ロ
ア
チ
ア
共

和
国
か
ら
デ
ザ
イ
ン
の
寄
贈
を
受
け
、

22
年
度
の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
建
設
に
向
け

た
基
本
設
計
を
策
定
し
ま
し
た
。

吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

コ
ー
ス
整
備
事
業

　
　
　
　
２
、
３
０
８
万
円

競
技
場
を
よ
り
使
い
や
す
く
す
る
た

め
に
、
日
本
で
初
め
て
の
常
設
ス
タ
ー

テ
ィ
ン
グ
ハ
ウ
ス
を
建
設
し
ま
し
た
。

な
お
、
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
に
は
圧
雪
車
な

ど
の
格
納
庫
と
し
て
利
用
し
ま
す
。

上
越
魚
沼
地
域
振
興

快
速
道
路
建
設
促
進
経
費

　
　
　
　
　
　
　
　
20
万
円

地
域
高
規
格
道
路
で
あ
る
上
沼
道
の

整
備
や
区
間
昇
格
を
推
進
す
る
た
め
、

上
越
市
、
南
魚
沼
市
な
ど
と
協
力
し
て

資
料
作
成
や
国
・
県
と
の
情
報
交
換
、

要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

道
路
整
備
事
業

　
　
７
億
６
、
０
９
３
万
円

四
日
町
尾
崎
線
、
浅
河
原
新
町
新
田

線
、
本
屋
敷
宮
中
線
、
室
野
山
平
線
、

浦
田
松
之
山
線
な
ど
、39
路
線
の
改
良
・

舗
装
工
事
を
行
い
、災
害
や
雪
に
強
く
、

安
心
し
て
通
行
で
き
る
道
づ
く
り
を
進

め
ま
し
た
。

流
雪
溝
整
備
事
業

　
　
　
　
５
、
３
６
９
万
円

西
浦
町
１
号
線
、
千
歳
町
寿
町
線
、

木
落
原
田
線
な
ど
９
路
線
の
流
雪
溝
整

備
を
行
い
、
冬
期
間
の
安
全
か
つ
円
滑

な
道
路
交
通
確
保
を
図
り
ま
し
た
。

消
雪
パ
イ
プ
整
備
事
業

　
　
　
　
１
億
４
４
４
万
円

五
斗
苗
１
号
線
、
高
原
田
東
浦
線
、

芋
沢
大
原
線
な
ど
６
か
所
の
消
雪
パ
イ

プ
整
備
を
行
い
、
冬
期
間
の
安
全
か
つ

円
滑
な
道
路
交
通
確
保
を
図
り
ま
し

た
。

な
ど
に
経
費
の
一
部
を
負
担
し
ま
し

た
。
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公の施設の指定管理者を募集します
　指定管理者制度は、多様化する住民ニーズにより効果的に対応することを目的として創設されま

した。民間事業者などが有するノウハウを活用し、サービス向上と管理経費の縮減を図るもので、

市が設置する公の施設を、市議会の議決により指定を受けた民間事業者などが管理運営を行います。

　次の施設について「公募」により指定管理者を募集します。

●募集の期間：９月24日㈮〜10月22日㈮

●業務の内容：設置目的による施設の維持管理業務及び受付・利用許可に関する業務ほか

●応 募 資 格：施設を適切に管理・運営できる民間事業者（法人または団体）。詳しくは問い合わ

せてください

●応募の方法：募集要項・提出書類などは各施設担当課に配置

●指定の期間：平成23年４月１日から平成28年３月31日までを予定

対象施設名称 所在地 設置目的 申請・問合せ

十日町市斎場 南鐙坂1842番地９
墓地、埋葬などに関する法律
の規定に基づく火葬を行う

環境衛生課
☎752-3924

羽根川荘 丁82番地 老人に対して、各種の相談に応
じるとともに、健康の増進、教
養の向上及びレクリエーショ
ンのための便宜を供与する

福祉課
☎757-9758

平成園 馬場乙512番地１

十日町市総合体育館、武
道館、市民体育館、陸上
競技場、笹山野球場、十
日町総合公園（野球場、
テニスコート）、城ケ丘テ
ニスコート、信濃川運動
公園、青少年運動広場、
水沢運動公園

寅甲415番地１
ほか

市民の体育・スポーツの振興
及び健康の維持増進を図る

スポーツ振興課
☎752-4377

松葉荘、管理棟、展望台
霜条1035番地１
ほか

市民の心身の休養と機能の向
上に資するとともに、産業の
振興を図る

川西支所地域振興課
商工観光係
☎768-4951

十日町市
松代生涯学習センター

清水718番地
市民に生涯学習の場を提供す
ることにより、当市における
生涯学習の振興を図る

松代公民館
☎597-2301

まつだい雪国農耕文化村
センター、アート作品及
びその敷地

松代3743番地１
ほか

十日町地域広域行政圏内の住
民が、地域に対する誇りと愛
着の醸成を図り地域の魅力を
増進することによって、交流
人口、定住人口の増加及び産
業の振興を図る 松代支所地域振興課

商工観光係
☎597-2220

十日町市
まつだい郷土資料館

松代3718番地

市民の郷土に対する認識を深
め、教育や学術及び文化の向
上を図るとともに、市民と来
訪者の交流を促進することに
より地域の活性化を図り、地
域の振興に資する

大
胆
な
市
役
所
改
革
・

　
　
　
　
　
　
行
財
政
改
革

本
庁
舎
整
備
事
業

　
　
　
　
７
、
３
４
５
万
円

市
役
所
本
庁
舎
の
空
調
設
備
改
修
工

事
や
事
務
室
改
修
工
事
、
議
場
の
映
像

音
響
設
備
整
備
工
事
、
本
庁
舎
前
駐
車

場
の
増
設
工
事
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

入
札
に
お
け
る
透
明
性
の
確
保
や
公

正
な
競
争
の
促
進
な
ど
を
目
的
に
、
22

年
度
か
ら
県
の
シ
ス
テ
ム
を
共
同
利
用

し
て
電
子
入
札
を
実
施
す
る
た
め
の
シ

ス
テ
ム
構
築
を
行
い
ま
し
た
。

地
域
の
課
題
解
決
や
目
標
実
現
の
た

め
、
市
民
・
地
域
・
各
種
団
体
・
行
政

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が
力
を
出
し
合

い
、
い
っ
し
ょ
に
取
り
組
む
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
、
21
年
度
は
11
の
モ
デ

ル
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

①
親
し
み
の
あ
る
市
役
所

　
へ
の
斬ざ

ん
し
ん新

な
改
革

②
信
頼
を
築
き
勝
ち
残
る

　
た
め
の
行
財
政
改
革

電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業

　
　
　
　
　
　
３
９
９
万
円

③
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

松
代
支
所
庁
舎
整
備
事
業

　
　
　
　
９
、
０
４
５
万
円

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
　
　
　
　
　
７
４
３
万
円

十
日
町
駅
西
及
び
西
本
町
土

地
区
画
整
理
事
業

　
　
８
億
３
、
２
０
２
万
円

十
日
町
駅
西
地
区
は
平
成
23
年
度
完

了
に
向
け
、
住
宅
移
転
を
は
じ
め
宅
地

造
成
・
道
路
築
造
工
事
を
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、
西
本
町
地
区
は
田
川
沿
い

の
宅
地
造
成
・
道
路
築
造
工
事
を
実
施

し
ま
し
た
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
対
策
事
業

　
　
　
　
６
、
８
７
８
万
円

緊
急
の
地
域
経
済
対
策
の
一
つ
と
し

て
「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
」
制
度

を
新
規
に
創
設
し
ま
し
た
。
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
費
用
の
20
％
、
上
限
10
万
円
と

い
う
内
容
で
す
。
好
評
に
よ
り
補
助
枠

を
拡
大
し
た
結
果
、
７
９
５
人
に
対
し

て
補
助
金
の
交
付
を
行
い
ま
し
た
。

簡
易
水
道
整
備
事
業

　
　
４
億
６
、
３
０
９
万
円

馬
水
地
区
簡
易
水
道
の
拡
張
事
業
と

し
て
東
田
沢
地
区
で
未
普
及
地
域
解
消

事
業
を
実
施
し
た
ほ
か
、
各
地
域
で
石

綿
管
な
ど
の
老
朽
化
更
新
工
事
や
、
道

路
改
良
に
伴
う
配
水
管
な
ど
の
布
設
替

え
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。

下
水
道
整
備
事
業

　
　
　
　
12
億
５
４
２
万
円

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
で

中
条
地
区
や
水
沢
地
区
で
未
普
及
解
消

事
業
を
実
施
し
た
ほ
か
、
十
日
町
下
水

処
理
セ
ン
タ
ー
の
第
２
期
改
築
工
事
と

中
里
浄
化
セ
ン
タ
ー
の
増
設
工
事
を
実

施
し
ま
し
た
。

公
共
交
通
利
用
ア
ッ
プ
等

推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
１
０
５
万
円

公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た

め
、
市
内
を
運
行
す
る
鉄
道
・
バ
ス
路

線
の
経
路
図
や
時
刻
表
を
１
つ
に
ま
と

め
た
公
共
交
通
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
全

戸
配
布
し
ま
し
た
。

交
通
空
白
地
解
消

実
証
実
験
事
業

　
　
　
　
　
　
３
１
３
万
円

公
共
交
通
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
集

落
（
交
通
空
白
地
）
の
解
消
に
向
け
て
、

美
佐
島
地
区
及
び
水
沢
地
区
で
社
会
実

験
バ
ス
を
運
行
し
、
高
齢
者
な
ど
の
移

動
手
段
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
利

用
状
況
な
ど
の
把
握
に
努
め
ま
し
た
。

市
道
除
排
雪
経
費

　
　
13
億
５
、
９
２
３
万
円

除
雪
路
線
延
長
約
４
０
０
㎞
の
除
雪

排
雪
の
作
業
を
行
い
、
冬
期
間
の
市
道

な
ど
の
安
全
確
保
を
行
い
ま
し
た
。

③
地
域
生
活
交
通
の
確
保

耐
震
化
の
た
め
、
７
階
建
て
の
階
段

棟
を
取
り
壊
し
、
４
階
建
て
に
改
築
。

併
せ
て
、
22
年
度
施
工
の
庁
舎
棟
改
修

工
事
の
実
施
設
計
を
行
い
ま
し
た
。

豪雪の中、作業する市除雪隊
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インフルエンザ予防接種を
受けましょう

○
対
象

　
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
人

①
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
接
種
日
現
在

65
歳
以
上
で
接
種
を
希
望
す
る
人

②
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
接
種
日
現
在

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
・
じ

ん
臓
・
呼
吸
器
の
機
能
に
障
が
い（
障

害
者
手
帳
１
級
）
が
あ
る
人
ま
た
は

ヒ
ト
免
疫
不
全
（
Ｈ
Ｉ
Ｖ
）
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
が
い
が

あ
る
人
で
、
接
種
を
希
望
す
る
人

○
接
種
料
金

　
個
人
負
担
は
１
、
０
５
０
円
で
す
。

医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
っ
て
く
だ
さ

い
（
そ
れ
以
外
の
費
用
は
市
が
負
担
し

ま
す
）。
な
お
、
生
活
保
護
世
帯
及
び

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
無
料
で

す
。
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
事
前

に
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
左

ペ
ー
ジ
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
費
用
の
助
成
に
つ
い
て
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

○
接
種
回
数

：

１
人
に
つ
き
１
回

○
申
込
み
方
法

　
10
月
29
日
㈮
ま
で
に
、
実
施
医
療
機

関
に
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
接

種
日
な
ど
は
医
療
機
関
か
ら
説
明
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

○
接
種
期
間

　
10
月
中
旬
か
ら
で
す
。
詳
し
く
は
医

療
機
関
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
流
行
時
期
や
接
種
の
効
果
な
ど
を
踏

ま
え
、
12
月
中
旬
ま
で
に
接
種
を
受

け
ま
し
ょ
う

○
実
施
医
療
機
関

・
市
内
の
各
医
療
機
関

・
津
南
病
院
、
石
川
医
院
、
古
藤
医
院

　（
以
上
津
南
町
）

・
藤
巻
医
院
（
小
千
谷
市
）

※
右
記
以
外
の
医
療
機
関
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い

○
対
象

　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
中
学
３
年
生

以
下
で
接
種
を
希
望
す
る
人
。

○
減
額
内
容

　
各
医
療
機
関
で
接
種
料
金
か
ら
１
、

０
０
０
円
が
減
額
さ
れ
ま
す
。
減
額
後

の
料
金
を
医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
っ

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
生
活
保
護
世
帯

及
び
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
無
料

で
す
。
事
前
に
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
左
ペ
ー
ジ
「
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
助
成
に
つ
い

て
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
費
用
の
助
成
に
つ
い
て

小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
費
用
の
減
額
に
つ
い
て

○
減
額
が
受
け
ら
れ
る
接
種
回
数

　
１
人
に
つ
き
２
回
ま
で

○
申
込
み
方
法

　
10
月
29
日
㈮
ま
で
に
、
実
施
医
療
機

関
に
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
接

種
日
な
ど
は
医
療
機
関
か
ら
説
明
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

○
接
種
期
間

　
10
月
中
旬
か
ら
で
す
。
詳
し
く
は
医

療
機
関
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
流
行
時
期
や
接
種
の
効
果
な
ど
を
踏

　
ま
え
、
12
月
中
旬
ま
で
に
接
種
を
受

　
け
ま
し
ょ
う

○
実
施
医
療
機
関

・
市
内
の
各
医
療
機
関

・
津
南
病
院
、
石
川
医
院
、
古
藤
医
院

　（
以
上
津
南
町
）

・
藤
巻
医
院
（
小
千
谷
市
）

※
右
記
以
外
の
医
療
機
関
で
は
、
費
用

の
減
額
を
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い

※
十
日
町
病
院
が
か
か
り
つ
け
医
（
受

○
対
象

　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
接
種
を
希
望

す
る
人
で
、
生
活
保
護
世
帯
及
び
市
民

税
非
課
税
世
帯
の
人
。

○
申
請
方
法

【
実
施
医
療
機
関
で
接
種
を
受
け
る
人
】

　
事
前
に
健
康
支
援
課
ま
た
は
各
支
所

市
民
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
接
種

券
を
交
付
し
ま
す
。
こ
の
接
種
券
を
接

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
費
用
の
助
成
に
つ
い
て

種
の
際
に
医
療
機
関
に
提
出
す
る
こ
と

で
、
無
料
で
接
種
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
注
意
事
項

・
申
請
の
際
は
印
鑑
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い

・
申
請
か
ら
接
種
券
交
付
ま
で
に
数

日
か
か
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い

・
平
成
22
年
1
月
1
日
現
在
、
十
日

町
市
に
住
所
が
な
い
人
が
世
帯
の

中
に
い
る
場
合
は
、
そ
の
人
の
平

成
22
年
度
の
所
得
課
税
証
明
書
が

必
要
で
す

○
実
施
医
療
機
関

・
市
内
の
各
医
療
機
関

・
津
南
病
院
、
石
川
医
院
、
古
藤
医
院

　（
以
上
津
南
町
）

・
藤
巻
医
院
（
小
千
谷
市
）

【
実
施
医
療
機
関
以
外
で
接
種
を
受
け

る
人
】

　
接
種
を
受
け
た
際
に
、
医
療
機
関
で

接
種
費
用
を
全
額
支
払
っ
て
く
だ
さ

い
。
後
か
ら
償
還
払
い
に
よ
っ
て
全
額

助
成
し
ま
す
。
申
請
方
法
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　
健
康
支
援
課
母
子
保
健
係

　
☎
７
５
７
―
９
７
５
９

診
中
）
の
人
は
主
治
医
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。
受
診
中
で
な
い
人
は
受

付
で
き
ま
せ
ん

○
そ
の
他

・
申
込
み
の
と
き
に
、
対
象
者
で
あ
る

こ
と
を
医
療
機
関
に
伝
え
て
く
だ
さ

い
・
健
康
支
援
課
窓
口
で
の
減
額
分
の
払

い
戻
し
手
続
き
は
行
い
ま
せ
ん
の
で

注
意
し
て
く
だ
さ
い

　
地
域
子
育
て
応
援
カ
ー
ド
事
業
に
新
し
く
仲
間
入
り
し
た
協
賛
店
２
店
舗
を
紹

介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

※
詳
し
い
サ
ー
ビ
ス
内
容
は
各
店
舗
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

■
買
物
＆
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

◆
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ー
ド
さ
か
い
や

（
買
い
物
は
商
品
10
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
、
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
は
Ｔ
Ｏ
Ｐ
カ
ー
ド
ポ
イ

ン
ト
３
倍
進
呈
）

協
賛
店
が
増
え
ま
し
た
（
現
在
の
協
賛
店
：
３
０
８
店
舗
）

◆
エ
イ
ジ
ン
グ
ケ
ア
サ
ロ
ン
美
波

（
リ
ン
パ
ド
レ
ナ
ー
ジ
ュ
エ
ス
テ
20

分
３
、
６
０
０
円
→
２
、
０
０
０
円

※
20
分
以
降
の
延
長
は
10
分
ご
と
に

１
、
０
０
０
円
）

■
理
美
容

【
十
日
町
地
域
】

地
域
子
育
て
応
援
カ
ー
ド
事
業　

■
問
合
せ
　
子
育
て
支
援
課
☎
７
５
７
―
３
７
１
９

平成22年度十日町市男女共同参画
推進委託事業

ことばの柔軟体操
　「あいさつであがる」「話がうまく伝わらない」

など、話し方で悩んでいることはありませんか。

全４回の講座でいっしょに話し方を学びましょ

う。

　①一分間の自己紹介　（10月23日㈯）

　②話し上手は聞き上手（11月27日㈯）

　③自己表現の方法　　（12月25日㈯）

　④場に応じた話し方　（23年１月22日㈯）

　※１回のみの受講もできます

◆会場：情報館

◆時間：午後２時〜３時30分

◆参加費：300円（テキスト代）

◆講師：エフエムとおかまちパーソナリティー

◆申込み・問合せ：

　10月20日㈬までに企画政策課協働推進係　

　☎757-3693、話の泉・金子　☎757-2163

インフルエンザ予防接種を
受けましょう

　インフルエンザの発病や重症化の予防策として、予防接種があります。本年度は、新型インフ

ルエンザと季節性インフルエンザの混合ワクチンとなりますので、１種類のワクチンを接種する

ことで両方のインフルエンザに対する抵抗力を高めることができます。本年度の新型インフルエ

ンザ予防接種では、優先接種対象者を設けませんので、どなたでも受けることができます。

●問合せ：健康支援課母子保健係　☎ 757-9759
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現
在
改
築
中
の
上
野
保
育
園
に

併
設
さ
れ
る
、
川
西
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
（
平
成
23
年
４
月
開
設

予
定
）
の
名
称
を
公
募
し
ま
す
。

気
軽
に
親
子
が
集
え
る
よ
う
な
、

親
し
み
の
あ
る
名
称
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

■
応
募
方
法

：

次
の
項
目
を
書
面

で
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

①
名
称

②
名
称
の
意
味
、
そ
の
名
称
を
つ

け
た
理
由
な
ど

③
応
募
者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号

■
申
込
み
・
問
合
せ

　
〒
９
４
８

｜

０
１
９
２
　
十
日

町
市
水
口
沢
12
　
川
西
支
所
市

民
課
　
☎
７
６
８

｜

４
９
５
６

　〝
川
西
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
〞

名
称
大
募
集
！

募
集
期
間
：
10
月
１
日
㈮
～
15
日
㈮

〈福祉課からのお知らせ〉

80歳以上の一人暮らしの高齢者に毎月「絵手紙」が届きます

シルバーポストカード事業
　市では、市内の80歳以上の一人暮らしの高齢

者に障がい者が作成した絵手紙を毎月送り、ふれ

あいを図るシルバーポストカード事業を10月か

ら実施します。これは障がい者の就労支援事業の

一環として、障がい者授産施設で就労している人

の月額賃金の改善を目的に行われるものです。

●問合せ：福祉課障がい福祉係

　　　　　☎757-3782

身体障がい者福祉センター（塚原町）に
通所しませんか　　　　　　　　　　　

紙おむつ等購入費支援事業
「布団などに敷く防水シーツ」
が対象になります

　障がい者の日中活動を支援するため、軽スポーツや創作

活動などをしています。気軽にご利用ください。

●対象：60歳以下で障がい者手帳を持つ人

●活動：軽スポーツ、

　創作活動、お出かけ、

　入浴サービスなど

●施設・問合せ：

　市身体障がい者福祉

　センター

　☎757-9438

　紙おむつ等購入費支援事業で対象に

なっているのは、現在、紙おむつと補

助パッドのみですが、10月から布団

などに敷く防水シーツも対象になりま

す。なお、支給限度額は市民税課税世

帯月額3,000円、市民税非課税世帯月

額6,000円で変更ありません。

●問合せ：

　福祉課高齢福祉係　☎757-9758

　市では本年度、市民の皆さんをはじめとす

るすべての利用者にとって魅力があり、利用

しやすいホームページを目標に、十日町市公

式ホームページ再構築事業を実施します。

　リニューアルオープンは 10 月１日。新し

いホームページでは、トップページのデザイ

ンを一新し、利用する皆さんが情報を見つけ

やすいように項目を配置して検索性を高めま

す。さらに、文字の大きさの変更や音声読み

上げソフトへの対応など、障がい者や高齢者

にとっての利用しやすさも確保します。公開

地理情報や公共施設予約、電子申請システム

とも連携します。ぜひご利用ください。

※リニューアルに伴い、URL が http://

　www.city.tokamachi.lg.jp に変わります

■問合せ　企画政策課広報広聴係

　　　　　☎ 757-3112

十日町市公式ホームページ

10月１日㈮
リニューアル！

公開地理イメージ

　
市
が
構
築
し
た
地
図
情
報
を
活
用

し
た
「
十
日
町
市
公
開
地
理
情
報
シ

ス
テ
ム
」
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
体
育
施
設
や
市
民
会
館
、

情
報
館
な
ど
の
施
設
の
空
き
状
況
確

認
や
利
用
予
約
が
で
き
る
「
十
日
町

市
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
」
を
、

10
月
１
日
か
ら
提
供
し
ま
す
。
新

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
、

ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
十
日
町
市
公
開
地
理
情
報
シ
ス
テ

　
ム
の
主
な
サ
ー
ビ
ス

【
空
中
写
真
及
び
各
種
施
設
情
報
】

　
平
成
19
・
22
年
度
に
撮
影
し
た
高

解
像
度
で
位
置
精
度
が
高
い
空
中
写

真
が
見
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
市
内
に

あ
る
行
政
施
設
や
医
療
・
福
祉
施
設
、

市
道
な
ど
の
位
置
情
報
や
施
設
情
報

が
見
ら
れ
ま
す
。

【
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
及
び
都
市
計
画

図
】

　
大
雨
な
ど
災
害
時
の
危
険
区
域
や

避
難
所
情
報
が
見
ら
れ
ま
す
。ま
た
、

都
市
計
画
用
途
地
域
な
ど
の
都
市
計

画
状
況
が
見
ら
れ
ま
す
。

■
十
日
町
市
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム

　
の
対
象
と
な
る
公
共
施
設

　
市
民
会
館
、
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
情
報
館
、
市
総
合
体

育
館
、
市
民
体
育
館
、
川
西
総
合
体
育

館
、
中
里
体
育
館
、
松
代
総
合
体
育
館
、

松
之
山
体
育
館
、
笹
山
野
球
場
、
十
日

町
総
合
公
園
、城
ケ
丘
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

信
濃
川
運
動
公
園
、
庚
塚
運
動
場
、
中

里
グ
ラ
ウ
ン
ド

■
問
合
せ

　
総
務
課
情
報
シ
ス
テ
ム
係

　
☎
７
５
７
―
３
１
９
６

公
開
地
理
情
報
と

　
　
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の

　
　
　
サ
ー
ビ
ス
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
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　セミナーでは、既存商品のレベ

ルアップ術や新商品開発のヒント

が学べます。詳しい日程や内容は

受講者に通知します。

■対　象：農産物加工を仕事とし

　ている人や仕事にしてみたいと

　考えている人で、全日程を受講

　できる人

■募集人数：20人

■受講料：無料

■開催時間・会場

　午後１時30分〜

　千手中央コミュニティセンター

※第３回は終日、新潟市での開催

■申込み・問合せ 

　10月15日㈮までに

　農林課農業企画係 ☎757-3120

〜地元農産物を加工・販売する仕組みづくりを学ぶ〜

農産物加工セミナー受講者募集
期日 内容

第
１
回

11月４日
㈭

◎加工特産品開発について〜食と農のマーケティング〜
　商品開発計画案の作成（商品企画から製造、販売まで）
講師：鳥巣研二氏（㈱キースタッフ）

第
２
回

11月
中旬

◎加工活動に関する法律について
　表示方法や許認可などについて
講師：県健康福祉部担当者、県農業振興部担当者

第
３
回

11月
下旬

◎先進事例視察（ジャム加工、農家レストラン）
①タカツカ農園（ジャム加工）②フジタファーム（ジェ
ラート）③諸橋弥次郎農園（農家レストラン）

第
４
回

12月
上旬

◎漬け物・ジャム・農産加工の基礎知識の習得
講師：新潟県農業大学校担当者

第
５
回

１月
◎漬け物加工の情報収集と指導会
①今売れている漬け物加工品②既加工品の判定、個別指導
講師：若林昭氏（漬け物業者・元食品研究センター）

第
６
回

３月
◎ネーミングと包装資材、食品表示について
講師：包装資材　㈱熊谷 担当者
　　　デザイン　小泉修一郎氏（新潟デザイン専門学校）

１
万
円
で
住
宅
の
耐
震
診
断
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
木
造
住
宅
耐
震
診
断
支
援
事
業

◆
助
成
対
象

　
市
税
を
完
納
し
、
市
内
に
所
在
す

る
人
が
所
有
す
る
住
宅
で
、
次
の
要

件
を
す
べ
て
満
た
す
も
の

　
①
現
在
居
住
し
て
い
る
住
宅
（
併

　
　
用
住
宅
を
含
む
）

　
②
一
戸
建
て
の
住
宅

　
③
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

　
　
工
し
た
住
宅

　
④
壁
・
柱
・
床
・
屋
根
な
ど
主
要

　
　
な
部
分
が
木
造
の
住
宅

◆
耐
震
診
断
の
対
象
範
囲

　
木
造
部
分
の
み
（
高
床
基
礎
な
ど

の
木
造
以
外
の
部
分
は
対
象
外
）

◆
助
成
金
額

　
対
象
範
囲
の
延
べ
床
面
積
に
応
じ

て
定
め
た
耐
震
診
断
料
（
７
〜
10
万

円
）
か
ら
１
万
円
を
差
し
引
い
た
額

※
診
断
終
了
後
、
診
断
士
に
耐
震
診

　
断
料
を
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ

　
の
後
、
市
が
助
成
し
ま
す

◆
受
付
戸
数

：

８
戸

◆
受
付
締
切
り

：

10
月
29
日
㈮

◆
申
込
み
・
問
合
せ

　
都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係

　
☎
７
５
７
―
９
９
３
５

※
耐
震
診
断
を
受
け
た
人
で
、
耐
震

　
改
修
を
す
る
場
合
も
補
助
制
度
が

　
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
問
い

　
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

　
地
震
に
よ
る
木
造
住
宅
の
被
害
を
軽
減
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
希
望
す
る
人
を
対
象
に
、
診
断

料
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　「
ご
当
地
グ
ル
メ
」
で
地
域
お
こ
し

を
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
日
本
各
地
で

見
ら
れ
ま
す
。
県
内
で
も
、
19
回
の
開

催
を
数
え
る
新
潟
市
の
「
に
い
が
た
食

の
陣
」
を
筆
頭
に
、
長
岡
市
の
「
な
が

お
か
食
の
陣
」、
新
発
田
市
の
「
城
下

町
し
ば
た
全
国
雑
煮
合
戦
」
な
ど
が
毎

年
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
食
材
を
生
か

し
た
「
食
」
が
テ
ー
マ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

市
内
外
の
多
く
の
人
の
気
持
ち
を
つ
か

み
、
交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
が
る
可

能
性
が
高
い
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

結
び
つ
け
た
、
こ
だ
わ
り
の
料
理
を
提

供
す
る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
市
内
外

か
ら
５
、
０
０
０
人
以
上
が
来
場
し
ま

し
た
（
主
催
者
発
表
）。

　
交
流
人
口
の
拡
大
や
地
産
地
消
を
推

進
す
る
市
も
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
注
目

し
、２
回
目
の
開
催
と
な
る
今
年
は「
共

催
」
と
し
て
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
市
に
は
、
私
た
ち
が
気
付
い

て
い
な
い
地
域
の
魅
力
が
ま
だ
ま
だ
あ

り
ま
す
。「
食
」
も
そ
の
一
つ
。
皆
さ

ん
も
ま
ず
は
10
月
３
日
に
市
場
へ
足
を

運
び
、
地
元
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
っ
た
地
元
の
職
人
の
料
理
を
楽
し

み
、
た
く
さ
ん
の
人
に
十
日
町
市
の
魅

　
市
で
も
昨
年
、
地
域
の
活
性
化
を
目

指
し
、「
食
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
名
も

〝
越
後
妻
有
職
（
食
）
人
ご
っ
た
く
〟。

主
催
は
「
妻
有
職
人
会
」（
前
島
幸
雄

代
表
）
で
す
。
同
会
は
、
十
日
町
市
場

買
受
人
組
合
に
所
属
し
市
内
で
飲
食
店

を
営
む
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
、
イ
ベ
ン

ト
に
携
わ
る
す
べ
て
の
人
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
地
元
の
米
や
野
菜
、
肉
な

ど
の
食
材
と
「
地
域
の
台
所
」
と
も
い

え
る
十
日
町
市
場
の
新
鮮
な
魚
な
ど
を

力
を
発
信
す
る
き
っ
か
け
に
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

◆
問
合
せ

　
妻
有
職
人
会（
日
本
料
理
ま
え
じ
ま
内
）

　
☎
７
５
２
―
３
４
３
３

　
産
業
観
光
企
画
課

　
☎
７
５
７
―
３
６
９
１

　当日は、ミートコンパニオン・

新潟サンリン（一部立入禁止）・

東部運輸プリヴェ・関口製菓・

ヤナギ自動車などの駐車場を開

放します。誘導員の指示に従っ

て駐車してください。

　そのほかの場所には駐車しな

いようお願いします。

地
域
の
「
食
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る

イ
ベ
ン
ト
の
持
つ
可
能
性

「
食
」
に
こ
だ
わ
る
越
後
妻
有
の

「
職
」
人
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
！

駐車場のご案内 催しもいっぱい！
　完売必至のサンマつかみ取り（午前

９時30分〜）や職人技が光るマグロ

解体ショー（午後１時30分〜）、大鍋

で牛肉を煮る『ごったく鍋』、野菜・

果物の直売、金魚すくい、ヨーヨー釣

りなど、楽しみ盛りだくさん！ステー

ジでは、鼓笛隊を皮切りにさまざまな

パフォーマンスが繰り広げられます。

　まずは参加する職人たちがイベ

ントを楽しむことが大切。その中

で、お互いに知恵を出して連携し

ながら、刺激し合って資質の向上に結びつけてい

きたいです。妻有の職人がまとまることが、地域

の元気につながるといいですね。

連携しながらレベルアップを
目指したい
　　妻有職人会代表　前島幸雄さん

「第２回 越後妻有
　職（食）人ごったく」開催

「第２回 越後妻有
　職（食）人ごったく」開催

越後妻有の実り満載！

〜地元の旬な食材を満喫できる『屋台村』が

　　　　　　　１日限定で市
いち

場
ば

に登場します〜

10月３日㈰午前９時30分〜午後４時会場：十日町市場（高山３）※雨天決行
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地
デ
ジ
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー

　
　 

給
付
支
援
を
継
続
し
ま
す

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
☎
７
５
７
―
３

７
８
２
ま
た
は
各
支
所
市
民
課
福
祉
・

介
護
係

　
総
務
省
で
は
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
で
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
か
ら
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
に
移
行
す
る
こ
と
が
難
し
い
世
帯
に
、
簡
易
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
給
付

支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
り
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
受
信
料
が
全
額
免
除
さ
れ
る
世

帯
で
す
。

・
生
活
保
護
な
ど
の
公
的
扶
助
を
受
け

　
て
い
る
世
帯

・
障
が
い
者
が
い
る
世
帯
で
、
か
つ
世

　
帯
全
員
が
市
税
の
非
課
税
の
措
置
を

　
受
け
て
い
る
世
帯

・
社
会
福
祉
事
業
施
設
入
所
者
で
、
自

　
ら
テ
レ
ビ
を
持
ち
込
ん
で
い
る
世
帯

※
既
に
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
し

　
て
い
る
世
帯
は
対
象
外
で
す

①
簡
易
な
地
デ
ジ
対
応
チ
ュ
ー
ナ
ー
１

　
台
の
無
償
給
付
（
テ
レ
ビ
は
給
付
し

　
ま
せ
ん
）

②
①
の
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
み
で
受
信
で
き

　
な
い
場
合
は
、
屋
外
ア
ン
テ
ナ
な
ど

　
の
無
償
改
修

③
共
同
受
信
施
設
の
改
修
負
担
金
が
必

　
要
に
な
る
場
合
は
、
そ
の
必
要
最
低

　
限
の
初
期
費
用
を
負
担
（
月
々
の
料

　
金
は
負
担
し
ま
せ
ん
）

※
自
分
で
購
入
し
た
チ
ュ
ー
ナ
ー
や
ア

　
ン
テ
ナ
な
ど
の
清
算
は
で
き
ま
せ
ん

　
申
込
み
に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
送
付
さ

れ
た
「
放
送
料
全
額
免
除
証
明
書
」
が

必
要
で
す
。
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い

人
や
放
送
料
全
額
免
除
証
明
書
が
送
付

さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
福
祉
課
障
が
い

福
祉
係
ま
た
は
各
支
所
市
民
課
福
祉
・

介
護
係
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
審
査

の
う
え
、
申
込
み
の
案
内
を
し
ま
す

12
月
28
日
㈫
（
当
日
消
印
有
効
）

地上デジタル放送受信の

　　　　支援・申込みについて

　総務省地デジチューナー支援実施センター

　☎0570-033840　FAX044-966-8719

NHK放送受信契約や免除について

　NHK視聴者コールセンター

　☎0570-000588　FAX044-888-4340

◆詳しい問合せは…

　
中
小
企
業
庁
は
、
首
都
圏
に
販
路
開

拓
を
目
指
す
中
小
企
業
者
を
支
援
す
る

た
め
、
地
域
産
品
販
路
開
拓
機
会
提
供

支
援
事
業
の
２
次
募
集
を
行
い
ま
す

販
売
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
に
関
す
る
事
業

　
日
本
全
国
の
魅
力
あ
る
産
品
（
生
鮮

食
品
を
除
く
食
品
及
び
非
食
品
）
を
首

都
圏
百
貨
店
や
高
級
ス
ー
パ
ー
な
ど
で

販
売
す
る
こ
と
で
、商
取
引
を
体
験
し
、

今
後
の
販
路
開
拓
を
目
指
し
ま
す
。

●
参
加
費
用

：

無
料
（
商
品
選
定
会
で

選
定
さ
れ
た
場
合
、
出
品
費
と
し
て

５
、０
０
０
円
の
負
担
が
必
要
で
す
）

●
申
込
期
限

：

10
月
18
日
㈪
（
必
着
）

展
示
商
談
会
の
開
催
に
関
す
る
事
業

　
生
鮮
食
品
を
除
く
食
品
及
び
非
食
品

の
分
野
ご
と
に
、
首
都
圏
で
の
商
談
会

を
実
施
し
、
バ
イ
ヤ
ー
や
流
通
業
者
と

の
「
出
会
い
の
場
」
を
提
供
し
ま
す
。

●
参
加
費
用

：

５
、０
０
０
円

●
申
込
期
限

：

11
月
15
日
㈪
（
必
着
）

※
詳
細
は
、
事
業
紹
介
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　（h
ttp

://w
w

w
.so

c
o
c
o
c
o
2
0
1
0
.

　jp
/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

●
問
合
せ

：

産
業
振
興
課
雇
用
開
発
係

　
　
　
　
　
☎
７
５
７

｜

３
１
３
９

地
域
産
品
販
路
開
発
機
会
提
供
支
援
事
業

２
次
募
集
の
お
知
ら
せ

　身の回りの出来事や心に浮かんだことを筆に任せて自由に書きつづる随筆。情報館では国民読書年

を記念して、この随筆の魅力をじっくり味わい、実際に短い随筆作品を創作する講座を開催します。

日々の暮らしの中で考えたことや感じたことを何か表現してみたいと思っている皆さん。ぜひ参加し

てください。

■会　場＝情報館

■対象者＝18歳以上の市民

■参加費＝無料

■定　員＝先着20人

■講　師＝水品彦平さん（市内在住。2006年『ぬくもり

の原点』で第54回「日本随筆家協会賞」を受賞。地元

新聞で随筆を連載中）

■申込み・問合せ

　10月15日㈮までに情報館☎750-5100

■学習日程・内容

回 日　　　時 テーマ 内　　　　　容

１
10月22日㈮

午後７時〜９時
もっとわかる！
随筆の魅力

　参加者の受講理由や随筆で書きたいテーマな
どを踏まえて、講師から随筆の魅力を語っても
らい、随筆に対する理解を深めます。

２
11月５日㈮

午後７時〜９時
きっと見つかる！
お気に入りの随筆① 　２回にわたってさまざまな作者の随筆作品を

読み込んで、感動や魅力を感じる作品を見い出
し、随筆作品の魅力を深く味わいます。

３
11月12日㈮

午後７時〜９時
きっと見つかる！
お気に入りの随筆②

４
11月26日㈮

午後７時〜９時
これであなたも随筆が
書ける！

　講師から随筆を書くポイントを講義してもら
い、短い随筆作品を創作します。

５
12月10日㈮

午後７時〜９時
随筆がもっと楽しくな
る作品発表会

　創作した随筆作品を発表して講師の講評をも
らうとともに、お互いの作品についての感想を
語り合います。

情
報
館
で
借
り
ら
れ
る

図
書
が
10
月
か
ら
10
冊

に
な
り
ま
す
。

　
情
報
館
で
は
よ
り
多
く
図
書
を
借
り

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
10
月
１
日
㈮
か

ら
、
１
人
５
冊
と
し
て
い
る
図
書
・
雑

誌
の
貸
出
冊
数
の
上
限
を
変
更
し
ま

す
。
秋
の
夜
長
を
情
報
館
の
図
書
で
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
図
書
・
雑
誌

　
１
人
10
冊
、
２
週
間
ま
で

　
※
た
だ
し
雑
誌
は
１
人
５
冊
ま
で

■
音
声
映
像
資
料

　
こ
れ
ま
で
と
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

　
※
１
人
３
点
、
１
週
間
ま
で

◎
問
合
せ

：

情
報
館

　
　
　
　
　
☎
７
５
０

｜

５
１
０
０

■
支
援
の
対
象
世
帯
は

■
支
援
の
内
容
は

■
申
込
み

■
申
込
み
期
限

■
問
合
せ

国民読書年記念

あなたも書ける随筆講座
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雪里のブナ展 雪里のブナ展 ̶ 日本三大ブナ林・美人林の美にせまる ̶

　十日町市議会では、開かれた議会を目指して継続的な取り組みを行っています。

　そしてこのたび、議員はもとより広く市民の皆さんから聴講してもらえるように、

鹿児島県鹿屋市から著名な講師を招いて「まちづくり」をテーマにした講演会を開催

します。

　■講師　豊
とよ

重
しげ

　哲
てつ

郎
ろう

 氏　（鹿屋市　柳谷自治公民館館長）

　■会場　市民会館　　■入場料　無料　　

　■日時　10月14日㈭　午後７時〜（開場６時30分）

■問合せ　議会事務局　☎757-3119

まちづく
り

講演会

『やる気を起こせば必ず奇跡が起きる』
人口300人　ボーナスが出る集落！

　
８
月
１
日
㈰
か
ら
31
日
㈫
ま
で
開
催

さ
れ
た
「
越
後
妻
有 

大
地
の
祭
り
２

０
１
０
夏
」は
盛
況
の
う
ち
に
閉
幕
し
、

近
年
に
な
い
猛
暑
の
中
、
多
く
の
人
が

訪
れ
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
夜
に
は
、
作
品
を
管
理
す

る
地
域
住
民
や
こ
へ
び
隊
、
作
家
、
ス

タ
ッ
フ
な
ど
１
０
０
人
近
い
関
係
者
が

ま
つ
だ
い
「
農
舞
台
」
に
集
ま
り
、
労

を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。参
加
者
た
ち
は
、

こ
れ
か
ら
も
大
地
の
芸
術
祭
と
そ
こ
か

ら
生
ま
れ
た
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

●
ス
テ
ー
ジ
作
品
入
館
者

　
　
　
　
　
　
　
１
８
、
２
７
３
人

　
キ
ナ
ー
レ
、光
の
館
、ま
つ
だ
い
「
農

舞
台
」、
キ
ョ
ロ
ロ
の
合
計
で
す
。

●
空
家
・
廃
校
作
品
鑑
賞
者

　
　
　
　
　
　
　
１
３
、
７
７
９
人

　
24
作
品
の
合
計
で
す
。

●
イ
ベ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
�
プ

　
３
、
５
３
９
人

　「
１
村
１
祭 

〜
１
か
月
の
里
山
の
祭

リ
レ
ー
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
約
80
の
イ

ベ
ン
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

●
里
山
ア
ー
ト
ツ
ア
ー
　
１
４
２
人

　
ガ
イ
ド
と
昼
食
付
き
の
ツ
ア
ー
バ
ス

２
コ
ー
ス
が
、
土
・
日
曜
日
と
お
盆
に

運
行
さ
れ
ま
し
た
。（
計
13
回
）

●
こ
ど
も
サ
マ
ー
キ
�
ン
プ
な
ど
の
企

　
画
ツ
ア
ー
ほ
か
　
１
、
０
０
６
人

「
越
後
妻
有 

大
地
の
祭
り
２
０
１
０
夏
」
が
閉
幕

〜
全
体
入
込
客
数
延
べ
３
６
、７
３
９
人
〜

■
問
合
せ

：

観
光
交
流
課
芸
術
祭
企
画
係
　
☎
７
５
７

｜

２
６
３
７

　雪国十日町市の木「ブナ」。松之山の「美人林」をはじめ、わ

たしたちにとってブナは山に行けばすぐにも見られる身近な存在

です。そんなブナにはたくさんの魅力や不思議がひそんでいます。

豪雪を耐え抜く強さの謎など、分かりやすく解き明かしていきま

す。さあ、みんなでブナ博士になろう！

■入館料：大人500円、小・中・高生300円、小学生未満無料

　※10月２日㈯〜11日（体育の日）は市民無料

■開館時間：午前９時〜午後５時（入館は４時30分まで）

　※火曜日休館（火曜日が祝日の場合は翌日休館）

　※12月27日㈪〜31日㈮は休館

■同時開催：ブナ林写真コンテスト

　　　　　　《美人林部門》《十日町市のブナ林部門》　

　※入館者投票：10月２日㈯〜平成23年１月31日㈪

■会場・問合せ：「森の学校」キョロロ　☎595-8311

期間：10月２日㈯～平成23年７月３日㈰

撮影：佐藤一善

開催日：10月２日㈯
　100年後も緑あふれる十日町市であるために、十日町市の木・ブナを植える森づくりを行います。

ブナ林のもつ環境保全機能や生物多様性も自然観察会・キノコ試食・コンサートをとおして、おいし

く楽しく学びます。どなたでも参加できますので、気軽に申し込んでください。

■日程：

　午後１時00分　開会式

　　　１時15分　ブナの森づくり活動

　　　２時15分　ブナの森を知ろう！〜ブナの森を観察しながら

　　　　　　　　環境保全機能や生物多様性を体感します

　　　３時30分　ブナの森を味わおう！〜ブナの森で採れた旬のキノコを味わいます

　　　４時10分　ブナの森の響きを感じよう！〜美人林でオカリナ、三味線の音色を楽しみます

　　　４時55分　閉会式

■服装・用意するもの：動きやすい服装、飲み物、タオル、帽子など

■申込み・問合せ：９月30日㈭までに「森の学校」キョロロ　☎595-8311

緑の百年物語10周年記念事業

ふるさとの木 ブナの森づくり

ワ
ー
ク
シ
�
ッ
プ
で
制
作
し
た
衣
裳
を
着
て
、

十
日
町
お
お
ま
つ
り
に
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち

20市報とおかまち　平成22年9月25日号市報とおかまち　平成22年9月25日号21



★問合せ　中里公民館　☎ 763-2493

…プ…
ラ…ネ…タ…リ…ウ…ム…

⑥

※市ホームページにも掲載しています

あんぼん

̶米粉のレシピ集̶̶米粉のレシピ集̶

を食べようを食べよう
●問合せ　産業観光企画課　☎757-3691

２

◆材　料（７個分）

　・米　粉…160g　　 　　・もち粉…40g

　・トレハロース…20g　　・熱　湯…150㏄

　・お好みの具（レシピではチーズ、大根菜の油

　　炒め、甘みそを使用）

◆作り方
①米粉とトレハロースを入れてよく混ぜる。

②熱湯を加えて混ぜ、耳たぶくらいの軟らか

さになるようによくこねる。

③ラップに包み、３分くらいおく。

④生地を７分割して卵形に丸め、めん棒で８

㎜くらいに延ばして竹串にさす。

⑤チーズや大根菜の油炒めなど大きめな具は

生地に押し込むようにのせ、蒸し器で強火

で15分くらい蒸す。甘みそなどのタレは

蒸し上がってから塗る。食べるときはトー

スターで焼き目がつくくらい焼くと良い。

　秋の星座は「ペガススの四辺形」と呼ばれる星の

並びから探します。午後９時ごろには天頂付近に見

え、四角形の中には特に目立った星もないために見

つけやすくなっています。そして、秋の星空ではア

ンドロメダ姫にまつわる古代エチオピア王家の物語

に登場する星座たちをたどることができます。

　アンドロメダ姫は、母親カシオペヤの自慢話がも

とで岩に鎖で縛りつけられ、化け鯨の生けにえにさ

れましたが、ペガススに乗った勇者ペルセウスに助

けられ、その後２人は幸せに暮らしたという物語で

す。10月のプラネタリウム定期投影では、このア

ンドロメダ姫にまつわる物語も紹介します。ぜひプ

ラネタリウムで物語とそれぞれの星座の位置を確認

し、実際の星空を見ながらギリシア神話に思いをは

せてみませんか。

　物語に登場する

くじら座には、ミ

ラという脈動変光

星があります。脈

動変光星とは、星

の大きさの変化な

どにより明るさが変わる星のことです。ミラは２等

星から10.1等星まで明るさが変わりますが、今年は

10月12日㈫ごろに最も明るくなる見込みです。

　10月９日㈯と22日㈮ごろは、流れ星がまとまっ

て流れると予想されています。ただ、残念ながら、

日食や月食の天文現象と違い、流れ星の現象は予想

したことが必ず見られるというものではありませ

ん。それでも、秋は冷たく澄んだ空気で星がきれい

に観察できますので、星空観察がてら流れ星ウォッ

チングに挑戦してみてはいかがでしょうか。

【10月の番組情報】
☆10月の星空（定期）☆太陽の話（企画番組）

投影日：10月３日㈰・10日㈰・17日㈰・24日㈰

投影時間：午前11時〜（約40分間）

★問合せ　中里公民館　☎ 763-2493

　
大
規
模
な
地
震
災
害
で
は
、
多
く
の

人
が
倒
れ
た
家
具
な
ど
の
下
敷
き
と
な

り
死
傷
し
ま
し
た
。
家
具
や
大
型
電
化

製
品
な
ど
は
、
寝
床
か
ら
離
れ
た
と
こ

ろ
に
配
置
し
、
転
倒
を
防
止
す
る
金
具

な
ど
で
固
定
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
家

の
中
で
の
危
険
か
所
が
な
い
か
点
検
す

る
な
ど
、
身
近
な
対
策
か
ら
始
め
ま
し

ょ
う
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
支
え
と
な
る
の
が

「
非
常
持
ち
出
し
品
」
で
す
。
一
般
に

必
要
と
さ
れ
る
の
は
、
約
３
日
分
の
食

料
、
飲
料
の
ほ
か
、
懐
中
電
灯
、
ラ
ジ

オ
、
医
薬
品
、
ラ
イ
タ
ー
、
ロ
ー
ソ
ク
、

衣
類
、
履
物
な
ど
で
す
。

　
な
お
、
乳
幼
児
や
高
齢
者
が
い
る
世

帯
で
は
、
哺
乳
瓶
や
お
む
つ
、
常
備
薬

な
ど
も
必
要
に
応
じ
て
加
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　
大
規
模
な
災
害
発
生
時
に
は
多
種
多

様
な
対
応
策
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
当

市
で
は
、
県
内
10
、
県
外
８
の
自
治
体

と
の
相
互
応
援
協
定
の
ほ
か
、
災
害
救

助
協
力
や
食
料
・
飲
料
・
日
常
生
活
用

品
な
ど
の
物
資
供
給
の
協
定
を
26
の
民

間
団
体
と
結
び
、
迅
速
な
対
応
が
で
き

る
よ
う
防
災
体
制
づ
く
り
を
行
っ
て
い

ま
す
。

◆
相
互
応
援
協
定
を
結
ん
で
い
る
自
治

　
体

上
越
市
、
糸
魚
川
市
、
妙
高
市
、
長
岡

市
、
柏
崎
市
、
小
千
谷
市
、
津
南
町
、

南
魚
沼
市
、
魚
沼
市
、
湯
沢
町
、
埼
玉

県
新
座
市
、
富
山
県
魚
津
市
、
埼
玉
県

北
本
市
、
兵
庫
県
川
西
市
、
山
形
県
東

置
賜
郡
川
西
町
、
奈
良
県
磯
城
郡
川
西

町
、
東
京
都
葛
飾
区
、
埼
玉
県
和
光
市

（
以
上
、
提
携
順
）

◆
災
害
救
助
協
力
・
物
資
供
給
等
協
定

を
結
ん
で
い
る
民
間
団
体

十
日
町
市
中
魚
沼
郡
医
師
会
、
十
日
町

ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ
、
川
西
ア
マ

チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ
、
十
日
町
管
工
事

業
協
同
組
合
、
新
潟
県
測
量
設
計
業
協

会
、
㈳
新
潟
県
建
設
業
協
会
十
日
町
支

部
、
N
P
O
法
人
コ
メ
リ
災
害
対
策
セ

ン
タ
ー
、
十
日
町
市
内
郵
便
局
、
十
日

町
電
気
工
事
協
同
組
合
、
イ
オ
ン
㈱ 

ジ
ャ
ス
コ
十
日
町
店
、
㈱
エ
フ
エ
ム
と

お
か
ま
ち
、㈱
ア
ク
テ
ィ
オ
北
陸
支
店
、

㈱
ニ
ッ
パ
ン
レ
ン
タ
ル
信
越
営
業
部
、

コ
マ
ツ
レ
ン
タ
ル
㈱
十
日
町
店
、
十
日

町
農
業
協
同
組
合
・
㈱
ラ
ポ
ー
ト
十
日

町
・
㈱
ぴ
っ
と
ラ
ン
ド
、
地
方
卸
売
市

場
十
日
町
生
鮮
食
品
㈱
、
㈱
セ
ブ
ン

｜

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
、
㈱
原
信
、
㈱

リ
オ
ン
・
ド
ー
ル
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

災
害
救
助
犬
十
日
町
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ

ー
ム
サ
シ
十
日
町
店
、
東
北
電
力
㈱
十

日
町
営
業
所
、
三
国
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ

ト
リ
ン
グ
㈱
、
信
越
ペ
プ
シ
コ
ー
ラ
販

売
㈱
、
㈱
和
光
ベ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
㈱
ジ

ャ
パ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
（
以
上
、提
携
順
）

突
然
の
災
害
に
備
え
、

　
日
ご
ろ
か
ら
準
備
を
し
ま
し
ょ
う

家
の
中
に
も
危
険
が
い
っ
ぱ
い

も
し
も
の
と
き
の
応
援
協
定

災
害
は
突
然
起
こ
り
ま
す

非
常
持
ち
出
し
品
を
備
え
ま
し
ょ
う

　
中
越
大
震
災
、
中
越
沖
地
震
、
豪
雪
・
豪
雨
災
害
な
ど
、
私
た
ち
は
自
然
災
害
の

脅
威
と
事
前
の
備
え
の
必
要
性
を
改
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。﹁
自
分
の
身
は
自
分
で
守

る
。
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
﹂
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
、
災
害
時
に

必
要
な
非
常
持
ち
出
し
品
や
住
ま
い
の
点
検
な
ど
、
身
の
回
り
の
安
全
を
図
り
、
地

震
な
ど
の
災
害
に
備
え
ま
し
�
う
。
ま
た
、
い
ざ
災
害
が
起
き
た
と
き
に
は
ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
、
助
け
ら
れ
る
命
を
救
う
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
確
認
す
る
た
め
、

地
域
の
防
災
訓
練
に
参
加
す
る
な
ど
、
災
害
時
に
備
え
て
防
災
力
を
高
め
ま
し
�
う
。

■
問
合
せ

：

防
災
安
全
課
　
☎
７
５
７

｜

３
１
９
７

※トレハロースとは、自然由来の糖質の一種で、
食品添加物としても使われます。保水力や鮮度
保持などの効果があるので、使用すると加工品
が固くなりにくく、長持ちさせることができま
す。大規模なスーパーやインターネットで購入
できます
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きのこ講習会

進
ん
で
い
ま
す
！
上
野
保
育
園
改
築
工
事

日本の伝統文化を支えるもの
～小白倉のものづくり～

　
上
野
保
育
園
は
、
11
月
末
の
完
成
、

23
年
１
月
か
ら
の
保
育
開
始
を
目
指

し
、現
在
改
築
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
工
事
は
順
調
に
進
み
、
９
月
に
入
っ

て
環
境
省
の
補
助
事
業
で
あ
る
、
地
中

熱
を
利
用
し
た
床
暖
房
シ
ス
テ
ム
を
導

入
す
る
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
地
下
に
70
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
縦
穴

を
８
本
掘
り
、
採
熱
管
を
挿
入
。
こ
こ

か
ら
地
中
熱
を
利
用
し
、冬
は
床
暖
房
、

夏
は
冷
房
に
も
活
用
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
灯
油
を
使
用

す
る
暖
房
に
比
べ
て
二
酸
化
炭
素
の
排

出
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
、
環
境
に
や

さ
し
い
施
設
と
な
り
ま
す
。
今
後
、
園

舎
の
改
築
工
事
に
併
せ
て
、
施
設
へ
の

進
入
路
と
し
て
市
道
上
野
学
校
線
の
改

良
工
事
も
行
わ
れ
ま
す
。
完
成
ま
で
は

何
か
と
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
新
し
い
園
舎
に
は
〝
川
西
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
〟
が
併
設
さ
れ
ま

す
。
こ
の
施
設
の
名
称
は
、
公
募
で
決

定
し
ま
す
（
15
ペ
ー
ジ
参
照
）。
親
し

み
の
あ
る
名
称
を
ど
し
ど
し
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
の
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　日本の伝統文化、国技と言えば大相撲ですが、その大相撲

に必要不可欠なものは土俵です。さらに、その土俵上で勝負

を決するために重要なものは『俵』にほかなりません。その

俵が、小白倉集落で生産されていることは、十日町市に住ん

でいても以外に知られていない事実ではないでしょうか。

　白倉俵生産組合（江口定一組合長）は５軒の農家で運営さ

れ、大相撲の巡業で使用される俵や、相撲部屋の稽古場で使用されている俵を生産し、納品しています。

今から10年前、小白倉集落でこの産業は始まりました。毎年７〜８月になると、生産組合では俵の原料

日本の伝統文化を支えるもの
～小白倉のものづくり～

この俵が数多の名勝負を生みました
（写真は８月６日南魚沼市夏巡業の土俵）

となる稲の青刈りが始まり、青刈りされた稲は乾燥機にかけ

られ、その後手作業で丁寧に俵に加工されます。

　江口組合長をはじめ、生産組合の皆さんは、「毎年のこと

ですが、この時期の青刈りと乾燥が、一番大変な作業です。

でも、やりがいがありますね」と声をそろえ、充実した表情

を浮かべていました。

　８月６日㈮、南魚沼市で大相撲の夏巡業が開催されました。

土俵上の俵はもちろん小白倉のもの。小白倉の精魂込めたも

のづくりが、日本の伝統文化であり、国技である大相撲を支

えているのです。

猛暑の中、汗だくで行われる稲の青刈り作業

日
本
一
の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル

「
信
越
ト
レ
イ
ル
」
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

北
の
起
点
天
水
山
ま
で
の
、
長
野
県
と

の
県
境
に
連
な
る
関
田
山
脈
の
尾
根
伝

い
を
歩
く
、
日
本
初
の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ

ル
で
す
。
今
回
は
、
軽
く
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
で
き
る
コ
ー
ス
で
、
ガ
イ
ド
が
説
明

を
し
な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。
あ
い
に
く

の
雨
天
で
し
た
が
、
市
内
を
始
め
上
越

市
や
遠
く
は
東
京
都
、
愛
知
県
か
ら
の

参
加
も
あ
り
、
定
員
い
っ
ぱ
い
の
20
人

が
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。
参

加
者
の
一
人
は
、「
気
軽
に
参
加
で
き

る
区
間
・
距
離
だ
と
感
じ
ま
し
た
。コ
ー

ス
の
手
入
れ
も
行
き
届
い
て
い
ま
す
。

ま
た
紅
葉
の
時
期
に
歩
い
て
み
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
は
、

山
々
が
色
づ
き
、特
に
お
す
す
め
で
す
。

皆
さ
ん
も
友
人
や
仲
間
と
い
っ
し
ょ
に

気
軽
に
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
そ
の
際

は
、
熊
よ
け
の
鈴
を
つ
け
る
な
ど
、
万

全
の
準
備
を
お
忘
れ
な
く
！

　
９
月
12
日
㈰
、
市
観
光
協
会
松
之
山

支
部
の
主
催
で
、
２
年
前
に
全
線
開
通

し
た
信
越
ト
レ
イ
ル
80
㎞
の
内
「
深
坂

峠
〜
天
水
山
山
頂
」
ま
で
の
区
間
、
お

よ
そ
５
・
７
㎞
（
下
山
距
離
含
む
）
で

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ト
レ
イ
ル
コ
ー
ス
は
、
南
の
起

点
斑
尾
山
の
山
頂
か
ら
富
倉
峠
、
鍋
倉

山
、
須
川
峠
、
深
坂
峠
な
ど
を
経
て
、

　大厳寺高原付近で自由に散策してきのこ

狩り。採ったきのこはきのこ博士に鑑定し

てもらい、食用と判定されたら持ち帰りＯ

Ｋ！調理方法などの講演もあります。

◇定員：先着50人（要予約）

◇参加費：一般･高校生2,000円、小･中学

　生1,000円（昼食・温泉入浴券付き）

◇申込み・問合せ

　市観光協会松之山支部　☎596-3011

きのこ講習会 松之山温泉街で合同防災訓練実施
　８月25日㈬、松之山温泉街で合同防災訓練が実施さ

れました。温泉組合では、毎年８月下旬に実施し、今年

で７回目。この日は温泉旅館や地域住民、消防団など約

60人が参加しました。

　午前10時30分、「松之山地域内を震源とする直下型地

震が発生した」という想定で訓練開始。温泉街に設置さ

れている有線放送で合図があると、各旅館では宿泊客を

誘導する避難訓練が行われ、温泉組合長に避難状況が報

告されました。

放水訓練や地元

小 学 生 に よ る

初期消火訓練、

女
お か み

将や地域住民

によるＡＥＤの

操作訓練などが

行われ、参加者

は真剣に取り組

んでいました。

参加者
募集！

日時：10月３日㈰
　　　午前８時50分〜午後１時30分
会場：大厳寺高原（現地集合）

建物外観はまだシートで覆われています（９月15日撮影）
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に
は
い
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

「
上
田
荘
（
南
魚
沼
）
の
雲
洞

庵
も
由
緒
あ
る
お
寺
だ
か
ら
、

そ
こ
に
納
め
よ
う
」
と
い
う
こ

と
に
な
り
、
一
行
は
高
田
か
ら

く
び
き
野
を
経
て
尾
根
道
に
上

り
、
松
之
山
街
道
を
通
っ
て
妻

有
の
地
に
入
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、「
雲
洞
庵
ま
で
も
う
ひ
と

山
」
と
い
う
信
濃
川
が
見
渡
せ

る
堀
之
内
の
城
の
山
ま
で
来
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
こ
か
ら
魚

沼
一
帯
を
見
渡
し
て
み
る
と
、

一
面
泥
の
海
で
、
小
千
谷
の
あ

た
り
が
舟
着
場
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
よ
り
北
の
蒲
原
は

ま
だ
海
の
底
で
し
た
。

一
行
は
長
旅
の
疲
れ
と
越
す

に
越
さ
れ
ぬ
状
況
に
出
く
わ
し

て
が
っ
か
り
し
、
へ
な
へ
な
と

そ
の
場
に
座
り
込
ん
で
し
ま
い

ま
し
た
。

そ
れ
で
も
最
善
法
師
は
、「
こ

れ
も
阿
弥
陀
さ
ま
の
お
導
き
。

こ
こ
に
と
ど
ま
り
た
い
ご
意
思

な
の
か
も
し
れ
ん
。
か
く
な
る

う
え
は
、
こ
こ
を
わ
れ
ら
の
安

住
の
地
と
し
、
阿
弥
陀
さ
ま
を

お
守
り
し
て
い
こ
う
」
と
み
ん

な
を
励
ま
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
城
の
山
を
降
り
下

っ
た
と
こ
ろ
に
お
堂
を
つ
く

り
、
阿
弥
陀
さ
ま
を
安
置
し
ま

し
た
。
そ
の
こ
ろ
は
ま
だ
貝
野

に
は
だ
れ
も
住
ん
で
お
ら
ず
、

一
面
の
茅
野
原
が
千
手
の
あ
た

り
ま
で
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
茅
野
が
転
じ
て
貝
野
に
な

っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

結
局
、
一
行
の
う
ち
８
人
が

と
ど
ま
り
、
阿
弥
陀
さ
ま
を
お

守
り
し
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
き

ま
し
た
。
こ
れ
が
貝
野
・
堀
之

内
の
ム
ラ
の
始
ま
り
だ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

〈
六
十
三
〉

今
か
ら
ず
ー
っ
と
昔
の
こ

と
。
奈
良
の
都
の
東
大
寺
か
ら

越
後
の
国
府
（
今
の
直
江
津
）

に
阿
弥
陀
さ
ま
が
つ
か
わ
さ

れ
、
最
善
法
師
と
い
う
え
ら
い

お
坊
さ
ま
を
先
頭
に
、
大
勢
の

信
心
深
い
役
人
や
警
護
の
武
士

が
つ
い
て
い
ま
し
た
。

一
行
は
陸
路
、
海
路
を
繰
り

返
す
難
儀
な
旅
を
続
け
、
よ
う

や
く
越
後
国
府
の
五
智
山
に
た

ど
り
着
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が

そ
こ
に
は
、
す
で
に
８
間
間
口

に
奥
行
き
５
間
と
い
う
お
堂
に

大
き
な
仏
さ
ま
が
安
置
さ
れ
て

い
て
、
五
智
山
に
新
た
な
仏
さ

ま
を
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
で
し
た
。

一
行
は
朝
廷
か
ら
「
越
後
の

国
に
国
分
寺
を
建
立
し
阿
弥
陀

さ
ま
を
本
尊
と
す
る
よ
う
に
」

と
い
う
命
令
を
受
け
て
い
ま
し

た
か
ら
、
こ
の
ま
ま
帰
る
わ
け

「
阿
弥
陀
さ
ま
の
由
緒
」」

　
の
巻
　
　
　
　（
堀
之
内
）

～山内写真館の世界～

中条中学校バレーボール部

　運動神経のいい人ってどんな人でしょうか。体

の動きをコントロールする脳や神経系が発達する

幼児・学童期の運動の大切さを学び、運動好きな

子どもに育てませんか。専門家を講師に迎え次の

教室を行います。ぜひ参加してください。

◆指導者育成研修会

・日時：10月16日㈯　午後４時30分〜６時45分

・会場：市総合体育館アリーナ

・対象：保育士・教諭・保護者・子育て関連指導

者など

・参加費：無料

・持ち物：中履き、タオル、筆記用具

◆親子運動あそび教室

・日時：10月17日㈰  午前９時30分〜11時45分

・会場：水沢中学校体育館

・対象：年中児から小学２年生までの親子

・参加費：親子で500円（ネージュ会員は無料）

・持ち物：中履き、タオル、飲み物

◆申込み・問合せ：10月７日㈭までにネージュス

ポーツクラブ事務局　☎752-6202　ネージュスポーツクラブ　活動紹介
運動好きな子どもを遊びから育てませんか

街中ウォーク　目指せ地球一周40,000㎞

９月４日現在の歩行距離　16,254㎞

久
保
田
澪
部
長
・
星
野
美
咲
副
部
長

─
─

部
員

は
、み
ん
な
明
る
く
て
と
て
も
仲
が
良
く
、チ
ー

ム
ワ
ー
ク
は
抜
群
で
す
。
ま
も
な
く
新
人
戦
な

の
で
、
基
本
練
習
を
中
心
に
猛
練
習
を
し
て
い

ま
す
。試
合
や
練
習
で
も
大
き
な
声
を
出
し
て
、

勝
利
を
常
に
考
え
た
プ
レ
ー
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
部
活
は
と
て
も
楽
し
く
、
こ
れ
か
ら
も

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大
切
に
、
よ
り
上
を
目
指
し

て
強
い
チ
ー
ム
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

五
十
嵐
麗
奈
先
生

─
─

普
段
は
恥
ず
か
し
が
り

や
で
も
、
部
活
に
な
る
と
凛り
ん

と
し
て
意
欲
的
に

練
習
を
し
て
い
ま
す
。
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
協

力
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
の
で
、
生
徒
た

ち
に
は
、
い
つ
も
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に

部
活
に
望
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
せ
っ
か

く
出
会
っ
た
仲
間
な
の
で
、
学
年
を
越
え
て
き

ず
な
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　先輩たちから受け継いだ「燃えろ中条！今

この時に！！」の旗のもと、18人の仲間が

明るく元気にコートを駆けています。

　郡市大会優勝、そして中越大会出場を目標

に、チームワークを大切にしながら一歩一歩

成長していきます。

家族の一員だった牛
　● 撮影時期：昭和15年ころ

　● 撮影場所：十日町市内

　かつての農家では、牛や馬は大事な働

き手でした。夏には毎日草刈りに、秋に

は稲運びに使役しました。冬は夏場の仕

事に備えて保養の時期です。フジッパ（く

ずの葉）や刻みわらに米ヌカなどを混ぜ

て大鍋で煮たものや、肥育を兼ねた牛に

は濃厚飼料を与えていました。

●問合せ　情報館　☎750-5100
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　代 表 者：代表取締役社長　蕪木　義男
　所 在 地：十日町市明石町８
　連 絡 先：☎757-1135
　従業員数：29人
　事業内容：絹織物精練・染色・
　　　　　　のり付加工、蒸し
　　　　　　水洗加工など
　採用募集：未定
　理念/方針：織物業界への貢献、
　　　　　　技術と信用、明朗
　　　　　　愛和喜働

株式会社　シルクワーク
　代 表 者：代表取締役　松崎　慎一
　所 在 地：十日町市上新井225
　連 絡 先：☎768-4385
　Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.sinanokm.jp/
　従業員数：63人
　事業内容：プラスチック成型
　　　　　　塗装、印刷、組立
　採用募集：20人程度
　理念/方針：和と創造

信濃クミ　株式会社

豊かな想像力で創作の喜びを

地元農産物で食育を

　学校給食での地産地消と食育の推進を図ろうと、９月
から毎月第１または第２水曜日を「とおかまちメニュー
の日」と定め、地元農産物を利用した全市統一献立を作
りました。９月１日㈬に行われた、第１回とおかまちメ
ニューの日では、関口市長と蔵品教育長が西小学校を訪
問し、児童たちと給食を試食しました。教室では学校栄
養士が地元農産物を持ち込み、児童たちに紹介。身近な
ところで作られている農産物を教わり食べる給食に、児
童たちは口をそろえて「おいしい！」と喜んでいました。

　９月11日㈯〜13日㈪、クロス10で第38回十日町市・中魚沼郡
児童生徒発明工夫模型展が開催されました。第26回十日町市・
中魚沼郡児童生徒生物標本展も併せて開催され、会場には郡市内
の小・中学生製作の発明工夫作品や模型作品、動植物の標本など
約1,200点が展示されました。発明工夫模型展発明工夫の部では、
水沢小４年の市川健太さんの作品「ペットボトルがえんぴつけず
りに大変身！」、模型の部では、松之山小６年の内山恭祐さんの
作品「はやぶさとイトカワ」が、それぞれ市長賞に輝きました。
会場には期間中延べ5,436人が訪れ、来訪者は子どもたちが豊か
な想像力を働かせて製作した作品を興味深そうに見ていました。

　

９
月
８
日
㈬
、
赤
倉
集
落
で
十
日
町
地

域
振
興
局
主
催
の
「
赤
倉
夢
座
談
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
集
落
内
外
か
ら
関
係

者
が
参
加
し
、
昼
は
歴
史
的
遺
産
や
ほ
場

整
備
が
進
む
現
場
な
ど
集
落
の
宝
物
を
見

学
。
夜
は
座
談
会
が
行
わ
れ
、
約
40
人
の

参
加
者
が
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、「
農
業
を

ど
う
し
て
い
く
か
」「
文
化
や
歴
史
を
ど

う
生
か
す
か
」「
交
流
を
ど
う
進
め
る
か
」

な
ど
に
つ
い
て
、
集
落
内
外
そ
れ
ぞ
れ
の

視
点
か
ら
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

赤
倉
の
将
来
に
つ
い
て
意
見
交
換

信濃技研㈱とクミ化成㈱との合弁会社として平成元年に設立。当時は自動

車内装部品のみの取り扱いでしたが、経営基盤の強化を図るため、平成６年

に家電製品の生産も始めました。現在は自動車メーカーホンダの内装部品か

ら、パナソニック、キャノン、ソニーなどのデジカメやムービーカメラのプ

ラスチック部品などを、月平均20 ～ 40万個生産しています。

中国との価格競争が激化する中、全工程を自社でできることが大手メー

カーからの受注の増加につながり、今では製品の置き場が不足するほどの取

扱量となっています。このため、今年８月に旧仙田小学校の体育館を借りて、

自動車内装部品の保管用工場を新たに整備しました。現在、作業量が増えた

ため、パート採用を募集しています。現在の主力製品の一つであるデジカメ

の防水用マリンケースは、水深40mの耐久性能があり、市場から評価され

需要を伸ばしています。今後も活気ある社内間のきずなを深め、新分野にチャ

レンジし成長を遂げながら、お客様満足度のさらなる向上を目指します。

～友禅織物などの蒸し水洗加工や精練、染色加工などを手掛けています。
市内の産地組合員の製造準備工程や仕上げ業務などを請け負う共同施
設的な機能を持ち、織物産業の振興に貢献しています～

昭和25年に十日町織物工業協同組合の事業部門として立ち上がり、昭

和48年に現在の明石工業団地に移転後、平成９年に㈱シルクワークとし

て発足しました。絹織物の幅広い加工技術を持つほか、ネクタイのプリン

ト加工なども手掛けています。また、７台の液流生地染色設備の導入によ

りスピーディーな染色加工が可能となり、大口から小ロットまで幅広い依

頼に対応しています。シルク製品以外にも法衣や麻織物の特殊加工なども

手掛けています。現在、反物の取扱量は１日平均約500反で、地元約40社

のほか、県内12社、県外20社から委託を受けています。

手描き友禅加工では、有機溶剤を使わずに天然植物成分のオレンジオイルを

開発、使用することで環境保全にも力を入れています。また、作業時に発生す

る蒸気の放熱防止対策や使用燃料管理の徹底に取り組んだことで、平成19年

に県環境保全優良事業所として認定を受けました。今後も地元の織物会社など

と連携を図りながら、熟練されたきもの加工技術の伝承に努めていきます。

信濃クミ　株式会社 〜自動車内装部品やデジカメ、ムービーカメラのプラスチック部品を成
型から組立まで一貫生産・管理しています。量産や小ロット多品種生
産、短期納品により、顧客に喜ばれるものづくりに努めています〜

株式会社　シルクワーク
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と・お・か・ま・ち

十日町の働く現場を紹介します。 ■問合せ　産業振興課　☎757-3139

※はたログ掲載事業所を募集しています。詳しくは産業振興課まで

その22



妻
有
街
道
歩
け
歩
け
大
会

第
46
回
十
日
町
市
・
中
魚
沼
郡

児
童
生
徒
科
学
研
究
発
表
会

川
に
親
し
む
釣
り
教
室

●
日
時
＝
10
月
14
日
㈭
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
２
時
30
分
※
送
迎
バ

ス
は
午
前
８
時
45
分
市
役
所
本
庁

発
●
会
場
＝
上
越
国
際
ス
キ
ー
場

塩
ノ
又
ゲ
レ
ン
デ
「
雪
ん
子
」
周

辺
●
参
加
費
＝
無
料
（
き
の
こ
汁

サ
ー
ビ
ス
）
●
申
込
み
・
問
合
せ

＝
市
民
生
活
課
交
通
生
活
係
（
☎

７
５
７
―
３
７
４
０
）、
川
西
支

所
市
民
課
（
☎
７
６
８
―
４
９

５
６
）、
中
里
支
所
市
民
課
（
☎

７
６
３
―
２
５
１
３
）、
松
代
商

工
会
（
☎
５
９
７
―
２
０
０
６
）、

松
之
山
商
工
会
（
☎
５
９
６
―
２

１
７
４
）

　
妻
有
郷
か
ら
三
国
峠
越
え
の
街

道
を
歩
き
ま
す
。
い
も
掘
り
・
ざ

る
そ
ば
・
山
賊
汁
を
楽
し
め
ま
す
。

●
日
時
＝
10
月
10
日
㈰
午
前
８
時

30
分
出
発
（
受
付
開
始
８
時
）
※

小
雨
決
行
●
コ
ー
ス
＝
市
役
所
前

〜
六
箇
〜
栃
窪
峠
（
約
18
㎞
）
※

　
初
心
者
対
象
の
ニ
ジ
マ
ス
教
室

で
す
。
●
日
時
＝
10
月
10
日
㈰
午

き
の
こ
鑑
別
講
習
会

●
日
時
＝
10
月
７
日
㈭
午
前
９
時

〜
正
午

：

小
学
校
発
表
会
、
午
後

１
時
45
分
〜
４
時
45
分

：

中
学
校

発
表
会
●
会
場
＝
情
報
館
●
問
合

せ
＝
理
科
教
育
セ
ン
タ
ー
（
☎
７

５
２
―
４
６
３
２
）

前
９
時
〜
正
午
（
受
付
開
始
８
時

30
分
）
●
会
場
＝
清
津
川
フ
レ
ッ

シ
ュ
パ
ー
ク
●
参
加
費
＝
一
般

１
、
３
０
０
円
、
中
学
生
以
下
無

料
●
定
員
＝
先
着
１
０
０
人
●
持

ち
物
＝
釣
り
道
具
一
式
※
貸
し
ざ

お
あ
り
（
有
料
）
●
問
合
せ
＝
中

魚
沼
漁
業
協
同
組
合
（
☎
７
６
３

―
３
０
１
２
）
※
電
話
受
付
は
正

午
〜
午
後
１
時

帰
り
は
バ
ス
●
参
加
費
＝
大
人

１
、
８
０
０
円
、
中
学
生
以
下
１
、

０
０
０
円
※
当
日
徴
収
●
定
員
＝

１
０
０
人
●
申
込
み
＝
10
月
３
日

㈰
ま
で
に
市
総
合
体
育
館
（
☎
７

５
２
―
４
３
７
７
）
ま
た
は
川
治

公
民
館
（
☎
７
５
２
―
２
２
２

３
）、
六
箇
公
民
館
（
☎
７
５
２

―
５
４
３
４
）
●
問
合
せ
＝
六
箇

体
育
協
会
・
俵
山
（
☎
０
９
０
―

７
２
３
７
―
７
２
４
８
）

　
利
用
者
が
収
穫
し
た
農
産
物
の

販
売
や
演
芸
会
を
行
い
ま
す
。
昼

食
チ
ケ
ッ
ト（
し
ょ
う
ゆ
お
こ
わ
・

お
で
ん
・
け
ん
ち
ん
汁
が
１
セ
ッ

ト
で
５
０
０
円
）
を
希
望
す
る
人

は
、
９
月
30
日
㈭
ま
で
に
予
約
が

必
要
で
す
。
●
日
時
＝
10
月
17
日

㈰
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時
20

分
●
会
場
・
問
合
せ
＝
な
か
ま
の

家
（
☎
７
６
８
―
４
０
１
３
）

な
か
ま
の
家
収
穫
文
化
祭

　
い
ず
れ
も
会
場
は
明
石
の
湯
で

す
。【
笑
み
筋
体
操
講
演
会
】
笑

い
や
発
声
を
組
み
合
わ
せ
た
講
演

会
で
す
。
●
日
時
＝
10
月
５
日
㈫

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
●
参

加
費
＝
５
０
０
円（
入
浴
料
込
み
）

●
講
師
＝
小
野
彰
子
さ
ん
（
全
国

笑
み
筋
体
操
普
及
協
会
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
）【
第
７
回
や
せ
る
教

室
】
●
日
時
＝
10
月
14
日
㈭
〜
23

年
１
月
20
日
㈭
の
木
曜
日
午
後
７

時
30
分
〜
９
時
15
分（
10
月
28
日
・

11
月
４
日
・
12
月
23
日
・
年
末
年

始
は
休
講
で
全
10
回
）
●
対
象
＝

成
人
男
女
●
受
講
料
＝
１
５
、
０

０
０
円
●
定
員
＝
15
人
●
講
師
＝

関
口
陽
子
さ
ん
（
エ
リ
ア
Ｄ
Ｏ
）

キ
ナ
ー
レ

各
種
教
室
・
イ
ベ
ン
ト

【
大
人
の
短
期
水
泳
講
習
会
】
●

期
間
＝
①
９
月
27
日
㈪
〜
10
月
25

日
㈪
ま
で
の
月
曜
日
（
10
月
11
日

を
除
く
）
②
９
月
30
日
㈭
〜
10
月

21
日
㈭
ま
で
の
木
曜
日
③
10
月
３

日
㈰
〜
24
日
㈰
ま
で
の
日
曜
日
●

体
力
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

各
種
教
室
・
イ
ベ
ン
ト

自然と遊ぼう！
あてま森のフォーラム
　森の生き物に出会ったり、

森の楽しさ・自然の大切さを

いっしょに考えましょう。

◆日時：10月２日㈯

　　　　午後１時〜４時

◆会場：あてま森と水辺の教

　室ポポラ「水辺のホール」

◆参加費：無料

◆内容：森のおはなし、オカ

　リナ演奏会、自然観察会（雨

　具や防寒着を準備）、バー

　ムクーヘンを食べよう

◆申込み・問合せ：あてま森

　のフォーラム事務局（観光

　交流課内）☎757-3100

「
鉄
道
の
日
」
記
念

第
８
回
駅
西
ま
つ
り

●
日
時
＝
10
月
17
日
㈰
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
●
会
場
＝
ほ
く
ほ
く

線
十
日
町
駅
西
口
広
場
、
駅
構
内

コ
ン
コ
ー
ス
●
内
容
＝
福
祉
バ
ザ

ー
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
風
船
・

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
無
料
サ
ー
ビ
ス
、

園
児
・
児
童
の
遊
戯
・
太
鼓
演
奏

な
ど
、
駅
弁
の
販
売
、
鉄
道
模
型

の
展
示
・
走
行
実
演
ほ
か
※
10
月

11
日
（
体
育
の
日
）
〜
20
日
㈬
の

鉄
道
の
日
旬
間
中
は
、
駅
構
内
コ

ン
コ
ー
ス
で
幼
稚
園
児
の
「
ほ
く

ほ
く
線
絵
画
展
」
や
鉄
道
機
器
展

示
を
す
る
ほ
か
、
普
通
・
快
速
電

車
が
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
を
装
着
し
て

運
転
●
問
合
せ
＝
北
越
急
行
㈱（
☎

０
２
５
―
７
５
０
―
１
２
５
１
）

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
キ
ナ
ー
レ

（
☎
７
５
２
―
０
１
１
７
）

日　時・テーマ

２日㈯ 午前10時〜正午：チョウ調査（無料）

３日㈰・11日㈷・17日㈰・31日㈰
午後１時30分〜３時：里山の生き物探検

10日㈰午後1時30分〜3時：稲刈り
（入館・入山料のみ）

16日㈯　※松之山温泉「地炉」集合
午後１時30分〜５時：花ごよみ調査（無料）

23日㈯ 午前８時30分〜11時30分
探鳥会（無料）

24日㈰午後１時30分〜３時
里山のめぐみ探険（きのこ）

時
間
＝
①
②
午
後
７
時
40
分
〜
８

時
40
分
③
午
後
１
時
40
分
〜
２
時

40
分
●
受
講
料
＝
５
、
０
０
０
円

●
対
象
＝
成
人
男
女
（
初
心
者
向

け
）
●
定
員
＝
各
期
10
人
（
③
は

泳
法
ご
と
で
各
10
人
）【
プ
ー
ル
・

ス
タ
ジ
オ
無
料
体
験
】
２
つ
の
教

室
を
受
講
で
き
ま
す
（
保
険
料
３

０
０
円
が
別
途
必
要
、
送
迎
バ
ス

は
１
回
２
８
０
円
）。
●
期
間
＝

10
月
１
日
㈮
〜
26
日
㈫
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
十
日
町
体
力
づ
く

り
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
７
５
８
―

３
３
４
３
）

第
43
回
十
日
町
市
美
術
展

　芸術の秋、市内美術愛好者の作品

を鑑賞しませんか。

●日時　10月16日㈯〜19日㈫

　午前９時〜午後８時（19日は４時まで）

●会場　市民体育館

●作品鑑賞会（作品解説あり）

　16日午前10時〜11時

●問合せ＝中央公民館　☎757-5011

●
日
時
＝
10
月
１
日
㈮
〜
３
日
㈰

午
９
時
30
分
〜
午
後
７
時
（
３
日

宮
澤
健
二
パ
キ
ス
タ
ン
写
真
展

ふ
れ
あ
い
畜
産
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
０

●
日
時
＝
10
月
16
日
㈯
午
前
９
時

30
分
〜
午
後
４
時
●
会
場
＝
新
潟

ふ
る
さ
と
村
（
新
潟
市
）
●
入
場

料
＝
無
料
●
内
容
＝
ソ
ー
セ
ー
ジ

づ
く
り
体
験
、
手
作
り
バ
タ
ー
教

室
、
地
球
泉
隊
の
ー
り
ん
ジ
ャ
ー

シ
ョ
ー
、
家
畜
と
の
ふ
れ
あ
い

コ
ー
ナ
ー
な
ど
（
一
部
有
料
、
時

間
・
人
数
制
限
あ
り
）
●
問
合
せ

＝
県
農
林
水
産
部
畜
産
課
（
☎
０

２
５
―
２
８
５
―
５
５
１
１
）

環
境
フ
ェ
ア
（
不
用
品
代

理
販
売
会
）
不
用
品
募
集

　
10
月
31
日
㈰
に
キ
ナ
ー
レ
で
行

わ
れ
る
環
境
フ
ェ
ア
で
不
用
品
を

代
理
販
売
し
ま
す
。
●
不
用
品
受

付
日
時
＝
10
月
21
日
㈭
午
前
９
時

〜
午
後
３
時
●
受
付
方
法
＝
不
用

品
に
希
望
価
格
を
付
け
て
市
民
体

育
館
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
●
そ

の
他
＝
①
売
上
金
の
30
％
を
手
数

料
と
し
て
差
し
引
き
し
ま
す
②
原

則
と
し
て
残
品
は
返
却
し
ま
せ
ん

③
衣
類
は
新
品
か
そ
れ
に
近
い
も

の
の
み
で
す
④
運
搬
が
困
難
な
大

型
物
品
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん

●
問
合
せ
＝
市
消
費
者
協
会
事
務

局
（
市
民
生
活
課
内
☎
７
５
７
―

３
７
４
０
）

高
齢
者
医
療
保
険
料
第
６
期
及
び

介
護
保
険
料
第
６
期
の
納
付
月
で

す
。
期
限
（
９
月
30
日
）
内
に
納

め
ま
し
ょ
う
。
●
問
合
せ
＝
税
務

課
・
市
民
生
活
課
・
福
祉
課

９
月
の
納
税
・
納
付

　
９
月
は
固
定
資
産
税
第
３
期
、

国
民
健
康
保
険
税
第
６
期
、
後
期

10
月
の
休
館
日

●
中
央
公
民
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
＝
毎
週
火
曜
日

●
博
物
館
＝
４
日
㈪
・
12
日
㈫
・

18
日
㈪
・
25
日
㈪

●
情
報
館
＝
４
日
㈪
・
12
日
㈫
・

18
日
㈪
・
25
日
㈪

●
市
総
合
体
育
館
＝
19
日
㈫

「
ツ
イ
ッ
タ
ー
十
日
町
交
流
会
」

設
立
記
念
講
演
会

　
ツ
イ
ッ
タ
ー
の
活
用
方
法
な
ど

を
学
び
ま
す
。
講
演
会
終
了
後
に

は
懇
親
会
（
参
加
費
２
、
０
０
０

円
）
を
行
い
ま
す
の
で
、
参
加
を

希
望
す
る
人
は
事
前
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
●
日
時
＝
10
月
11

日
（
体
育
の
日
）
午
後
３
時
〜
●

会
場
＝
十
日
町
商
工
会
議
所
●
入

場
料
＝
無
料
●
問
合
せ
＝
小
嶋
屋

本
店
（
☎
７
５
７
―
３
１
５
５
）

は
４
時
30
分
ま
で
）
※
２
日
午
後

５
時
30
分
か
ら
写
真
説
明
あ
り
●

会
場
＝
情
報
館
●
問
合
せ
＝
宮
澤

（
☎
７
５
８
―
２
９
６
５
）

●
川
西
総
合
体
育
館
＝
13
日
㈬
・

27
日
㈬

●
松
代
総
合
体
育
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
キ
ョ
ロ
ロ
＝
毎
週
火
曜
日

●
ひ
だ
ま
り
プ
ー
ル
＝
毎
週
火
曜
日

　
振
込
日
は
10
月
８
日
㈮
で
す
。

●
子
ど
も
手
当
の
月
額
＝
中
学
校

修
了
前
の
子
ど
も
１
人
に
つ
き
１

万
３
、
０
０
０
円
●
問
合
せ
＝
子

育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係
（
☎

７
５
７
―
３
７
１
９
）

６
月
〜
９
月
分
の
子
ど
も

手
当
を
振
り
込
み
ま
す

手
話
奉
仕
員
を
配
置
し
ま
す

　
次
の
日
程
で
、
市
役
所
本
庁
の

福
祉
課
窓
口
に
手
話
奉
仕
員
を
配

置
し
ま
す
。
庁
舎
内
で
の
窓
口
相

 「森の学校」キョロロ
10月の里山体験プログラム

●参加費：大人1,000円、小・中・高生
600円（入館・入山料込み）

※市内小・中学生は入館料無料のため
参加費300円

●集合場所・問合せ
　キョロロ　☎595-8311

※小学３年生以下は保護者の同伴が必要です

30市報とおかまち　平成22年9月25日号

お知らせ・ガイド

市報とおかまち　平成22年9月25日号31

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です



　
10
月
は
、十
日
町
駅
地
下
道
「
市

民
の
い
こ
い
の
広
場
」
に
中
里
中

学
校
区
の
児
童
・
生
徒
の
作
品
を

展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。
●
問
合
せ
＝
中
央
公
民
館（
☎

７
５
７
―
５
０
１
１
）

十
日
町
駅
地
下
道
に

作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す

　
条
例
の
改
正
で
市
職
員
の
勤
務

時
間
が
午
後
５
時
15
分
ま
で
と
な

っ
た
こ
と
に
伴
い
、
４
月
か
ら
９

月
末
ま
で
の
６
か
月
間
は
経
過
措

置
と
し
て
市
役
所
本
庁
１
階
の
窓

口
業
務
を
午
後
５
時
30
分
ま
で
延

長
し
て
い
ま
し
た
が
、
期
間
満
了

に
よ
り
、
10
月
１
日
㈮
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で
と
な
り
ま
す
。
●

問
合
せ
＝
総
務
課
人
事
係
（
☎
７

５
７
―
９
７
８
７
）

●
試
験
日
＝
11
月
21
日
㈰
●
申
込

み
期
間
＝
10
月
１
日
㈮
〜
22
日
㈮

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
申
込
み
期

間
内
に
、
申
込
書
（
問
合
せ
先
に

配
置
）
に
受
講
料
を
添
え
て
十
日

町
商
工
会
議
所
（
☎
７
５
７
―
５

１
１
１
）

むし歯のないよい歯の子
８月の３歳児健診を受けた子25人

※保護者の承諾を得て掲載しています

よい歯の子 住　所 保護者

太 田 　 晃
あき

（下川原町） 晴子

根 津 晴
はる

斗
と

（学校町２） 孝則

大 熊 雄
たか

行
ゆき

（上原） 勝浩

桑 原 　 遼
はる

（中条上町） 由彦

中 村 　 榊
さかき

（谷内丑２） 英樹

高 橋 優
ゆう

音
と

（春日町１） 紀夫

田 村 奈
な

々
な

（下条中央通り） 孝

渡 邊 　 銀
ぎん

（仙之山） 松一郎

金 澤 英
え

里
り

香
か

（新宮１） 敏彦

嶋 田 心
ここ

音
ね

（大石） 猛夫

嶋 田 　 心
しん

（大石） 猛夫

石 澤 冬
とう

真
ま

（田中） 潤平

廣 田 　 友
ゆう

（干溝） 政男

中 坂 夏
か

月
づき

（荒屋） 裕一

富 井 湊
そう

史
じ

朗
ろう

（市之越） 正純

富 井 康
こう

太
た

朗
ろう

（市之越） 正純

若 月 優
ゆ

愛
あ

来
ら

（千年） 恵

若 井 美
み

歩
ほ

（室野） 春名

鈴 木 　 駿
しゅん

（湯本） 一広

市
役
所
窓
口
の
業
務
時
間

延
長
を
終
了
し
ま
す

十
日
町
駅
―
ゆ
く
ら
妻
有

無
料
送
迎
バ
ス
運
行
中

　
ゆ
く
ら
妻
有
で
は
入
館
者
１
５

０
万
人
達
成
を
記
念
し
て
、
毎
週

木
曜
日
に
無
料
送
迎
バ
ス
を
運
行

し
て
い
ま
す
。
停
車
場
所
な
ど
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

●
期
間
＝
11
月
25
日
㈭
ま
で
●
時

間
＝
十
日
町
駅
午
前
９
時
30
分
発

簿
記
検
定
試
験
（
１
〜
４
級
）

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　
施
設
点
検
の
た
め
臨
時
休
館
し

ま
す
。
●
ミ
オ
ン
な
か
さ
と
＝

10
月
12
日
㈫
〜
14
日
㈭
●
ゆ
く
ら

妻
有
＝
10
月
18
日
㈪
〜
20
日
㈬
※

ゆ
く
ら
妻
有
は
10
月
13
日
㈬
に
臨

時
営
業
●
問
合
せ
＝
㈱
な
か
さ
と

（
☎
７
６
３
―
４
８
２
２
）

２
０
１
０
年
10
月
10
日

十
日
町
駅
記
念
入
場
券
発
売

　「
10
」
が
３
つ
そ
ろ
う
日
を
記

念
し
て
、「
十
」
の
漢
字
が
入
っ

た
記
念
入
場
券
（
硬
券
）
を
発
売

し
ま
す
。
●
発
売
期
間
＝
10
月
10

日
㈰
〜
11
月
30
日
㈫
※
完
売
次
第

終
了
●
発
売
金
額
＝
７
０
０
円
●

内
容
＝
Ｊ
Ｒ
・
ほ
く
ほ
く
線
の
入

場
券
そ
れ
ぞ
れ
お
と
な
２
枚
、
こ

ど
も
１
枚
の
計
６
枚
を
記
念
台
紙

つ
き
で
発
売
（
限
定
１
、
０
１
０

セ
ッ
ト
）
●
発
売
場
所
＝
Ｊ
Ｒ
・

ほ
く
ほ
く
線
十
日
町
駅
窓
口
※
電

話
な
ど
で
の
受
付
は
し
ま
せ
ん
●

問
合
せ
＝
Ｊ
Ｒ
十
日
町
駅
（
☎
７

５
２
―
２
３
２
７
）、
ほ
く
ほ
く

線
十
日
町
駅
（
☎
７
５
２
―
０
７

７
０
）

新
技
術
・
商
品
開
発
に
よ
る

新
事
業
展
開
を
サ
ポ
ー
ト

　
新
事
業
展
開
に
係
る
経
費
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。
事
業
内
容
や

助
成
率
な
ど
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
様
式
は
Ｎ

「
法
の
日
」
週
間

く
ら
し
の
無
料
相
談

　
不
動
産
登
記
や
土
地
の
境
界
、

会
社
・
法
人
登
記
、
戸
籍
・
国
籍
、

供
託
、
家
庭
内
や
近
隣
間
の
悩
み
、

多
重
債
務
な
ど
の
相
談
を
無
料
で

受
け
付
け
ま
す
。
秘
密
厳
守
で
す
。

●
日
時
＝
10
月
７
日
㈭
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
●
会
場
＝
十
日
町
合

同
庁
舎
１
階
●
相
談
員
＝
法
務
局

職
員
、
人
権
擁
護
委
員
、
司
法
書

士
、
土
地
家
屋
調
査
士
●
問
合
せ

＝
新
潟
地
方
法
務
局
十
日
町
支
局

（
☎
７
５
２
―
２
５
７
５
）

Ｉ
Ｃ
Ｏ
（
㈶
に
い
が
た
産
業
創
造

機
構
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
申
請
の
前

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
●
事
業

名
・
内
容
＝
①
市
場
調
査
サ
ポ
ー

ト
助
成
事
業

：

独
自
の
技
術
や
ア

イ
デ
ア
を
新
た
な
事
業
展
開
へ
結

び
つ
け
る
た
め
の
準
備
段
階
に
行

う
各
種
調
査
事
業
に
係
る
経
費
の

一
部
を
助
成
②
高
付
加
価
値
化
サ

ポ
ー
ト
助
成
事
業
（
一
般
枠
）

：

新
規
性
の
高
い
技
術
な
ど
の
研
究

開
発
事
業
及
び
画
期
的
な
製
品
開

発
な
ど
に
よ
り
企
業
収
益
の
高
付

加
価
値
化
を
図
ろ
う
と
す
る
取
り

組
み
に
対
し
、
開
発
か
ら
販
売
ま

で
一
貫
し
た
事
業
に
係
る
経
費
の

一
部
を
助
成
③
高
付
加
価
値
化
サ

ポ
ー
ト
助
成
事
業
（
特
別
枠
）

：
今
後
成
長
が
期
待
さ
れ
る
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
健
康
医
療
関
連
分
野
に

談
や
手
続
き
に
同
行
し
ま
す
。
●

日
時
＝
10
月
18
日
㈪
・
11
月
８
日

㈪
・
12
月
13
日
㈪
午
前
11
時
〜
午

後
３
時
※
23
年
１
月
以
降
の
日
程

は
、
決
ま
り
次
第
お
知
ら
せ
し
ま

す
●
問
合
せ
＝
福
祉
課
障
が
い
福

祉
係
（
☎
７
５
７
―
３
７
８
２
）

ゆ
く
ら
妻
有
10
時
10
分
着
、
ゆ
く

ら
妻
有
午
後
３
時
30
分
発
十
日
町

駅
４
時
10
分
着
●
問
合
せ
＝
ゆ
く

ら
妻
有
（
☎
７
６
３
―
２
９
４
４
）

《情報館　10月のテーマ図書》

休日の証明書発行
ができません

　証明書発行機器の入れ替え

作業のため、下記の期間中、

市役所本庁及び情報館での証

明書発行ができません。

　各証明書が必要な人は、

10月８日㈮午後５時15分ま

でに市役所本庁または各支所

で発行を受けてください。ご

理解、ご協力をお願いします。

■期間：10月９日㈯〜11日

　（体育の日）

■問合せ

　市民生活課市民　年金係　

　☎757-3116

日
本
人
の
母
親
の
手
が
か

り
を
探
し
て
い
ま
す

　
現
在
、
中
国
の
福
建
省
福
清
市

に
住
ん
で
い
る
林
訓
仁
さ
ん
（
昭

和
10
年
７
月
４
日
生
）
が
日
本
人

の
母
親
の
手
が
か
り
を
探
し
て

い
ま
す
。
林
訓
仁
さ
ん
の
父
親
は

華
僑
で
昭
和
初
期
に
十
日
町
市
で

ラ
ー
メ
ン
店
を
営
み
、
日
中
関
係

の
悪
化
に
よ
り
昭
和
13
年
に
父
親

の
故
郷
の
福
建
省
に
渡
り
ま
し
た

が
、
両
親
と
も
に
林
訓
仁
さ
ん
が

幼
い
こ
ろ
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。

亡
く
な
っ
た
母
親
は
『
キ
ミ
ち
ゃ

ん
』
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
分

か
っ
て
い
る
ほ
か
、
日
本
か
ら
持

ち
帰
っ
た
お
盆
に
は
「
十
日
町
三

條
金
物
店
」
と
刻
印
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
ラ
ー
メ
ン
店
は
こ
の

金
物
店
の
近
く
に
あ
っ
た
と
推
測

さ
れ
ま
す
。
70
年
以
上
前
の
話
で

す
が
、
林
訓
仁
さ
ん
の
母
親
に
つ

い
て
心
当
た
り
の
あ
る
人
は
ぜ
ひ

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
●
問

合
せ
＝
空
野
佳
弘
法
律
事
務
所

（
☎
06
―
６
３
６
１
―
５
４
８
８
）

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
警
備
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を

　
10
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰
、
朱
鷺

お
い
て
、
新
規
性
の
高
い
技
術
な

ど
の
研
究
開
発
事
業
及
び
画
期
的

な
製
品
開
発
な
ど
に
よ
り
企
業
収

益
の
高
付
加
価
値
化
を
図
ろ
う
と

す
る
取
り
組
み
に
対
し
、
開
発
か

ら
販
売
ま
で
一
貫
し
た
事
業
に
係

る
経
費
の
一
部
を
助
成
●
申
請
締

切
り
＝
10
月
５
日
㈫
午
後
５
時
●

申
請
・
問
合
せ
＝
㈶
に
い
が
た
産

業
創
造
機
構
（
☎
０
２
５
―
２
４

６
―
０
０
５
１
）

月
７
日
の
間
、
沖
縄
県
区
域
及
び

南
西
諸
島
周
辺
で
、
沖
縄
戦
が
原

因
で
亡
く
な
っ
た
人
●
問
合
せ
＝

福
祉
課
援
護
係
（
☎
７
５
７
―
９

７
３
９
）、
県
福
祉
保
健
課
援
護

恩
給
援
護
恩
給
室
（
☎
０
２
５
―

２
８
０
―
５
１
８
０
）

10
月
は
「
受
信
環
境
ク
リ
ー

ン
月
間
」
で
す

　
放
送
電
波
の
受
信
障
害
は
、
家

電
用
・
工
業
用
電
気
製
品
か
ら
発

生
す
る
電
気
雑
音
や
テ
レ
ビ
受
信

用
ブ
ー
ス
タ
ー
の
異
常
発
振
、
不

法
無
線
局
、
高
層
建
築
物
に
よ
る

ビ
ル
陰
障
害
な
ど
に
よ
っ
て
起

こ
り
ま
す
。
特
に
、「
不
法
無
線

局
」
か
ら
発
射
さ
れ
る
不
法
電
波

に
よ
り
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
が
妨
害

を
受
け
る
こ
と
も
多
く
、
電
波
利

用
環
境
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。「
テ
レ
ビ
が
き
れ
い
に
映

ら
な
い
」「
ラ
ジ
オ
に
雑
音
が
入

る
」
と
い
っ
た
電
波
に
関
す
る
相

談
は
、
信
越
総
合
通
信
局
へ
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
●
問
合
せ
＝
不
法

無
線
局
が
原
因
と
思
わ
れ
る
受
信

障
害

：

監
視
調
査
課
（
☎
０
２
６

―
２
３
４
―
９
９
７
６
）、
前
記

以
外
が
原
因

：

受
信
障
害
対
策
官

（
☎
０
２
６
―
２
３
４
―
９
９
９

１
）、
そ
の
ほ
か
の
行
政
相
談

：

総
括
調
整
官
（
☎
０
２
６
―
２
３

４
―
９
９
６
１
）

メ
ッ
セ
（
新
潟
市
）
で
「
日
本
Ａ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
（
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協

力
）
食
料
安
全
保
障
担
当
大
臣
会

合
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
会
場
周

辺
で
は
、
10
月
15
日
㈮
か
ら
会
合

終
了
ま
で
交
通
規
制
や
検
問
が
行

わ
れ
ま
す
。
交
通
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
こ
の
期
間
中
に

佐
渡
汽
船
を
利
用
す
る
人
は
、
時

間
に
余
裕
を
持
っ
て
出
か
け
ま
し

ょ
う
。
●
問
合
せ
＝
十
日
町
警
察

署
（
☎
７
５
２
―
０
１
１
０
）

沖
縄
戦
で
亡
く
な
っ
た
人
の

遺
族
の
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

　
沖
縄
県
糸
満
市
の
平
和
記
念
公

園
内
に
、
沖
縄
戦
で
亡
く
な
っ
た

す
べ
て
の
人
の
氏
名
を
刻
ん
だ
記

念
碑
「
平
和
の
礎
い
し
じ

」
が
あ
り
ま
す
。

ま
だ
刻
銘
さ
れ
て
い
な
い
人
は
追

加
刻
銘
で
き
ま
す
。
●
対
象
＝
昭

和
19
年
３
月
22
日
〜
昭
和
21
年
９

　情報館ではテーマ図書のコーナーを設けて、テーマに沿っ

た図書を展示、貸し出しています。

【一般向け】
「ルーツをたどれば…」（『日本の風俗起源がよくわかる本』

など、身近な物や文化の起源について書かれた図書）

「読みたい本に出会う本」（『嵐の夜の読書』など、どの本

を読もうか迷っている人にぴったりの本を紹介する図書）

【児童向け】
「力をあわせて心はひとつ」（『もっともっとおおきなおな

べ』など、一人ではできないことをみんなで力を合わせ

て成し遂げる物語を描いた児童書）

「那須正幹を読む」（『ズッコケ三人組』シリーズで知られ

る作家の著作※10月15日㈮から展示）

※テーマは一部変更や追加の場合があります
国民読書年特別企画「私のとっておきオススメ本」

　10月の一般部門の募集テーマは「昔」です。「昔」に関す

るおすすめの一冊を紹介してください。

■問合せ　情報館　☎750-5100

32市報とおかまち　平成22年9月25日号

お知らせ・ガイド

市報とおかまち　平成22年9月25日号33

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です



十日町本庁（代表）
☎757-3111

川西支所（市民課直通）
☎768-4956

中里支所（市民課直通）
☎763-3121

松代支所（市民課直通）
☎597-2221

松之山支所（市民課直通）
☎596-2169

健康相談・休日救急医・離乳食教室・乳幼児健診・乳幼児の健康相談の問合せ

▼
こ
の
編
集
後
記
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
１
年
半
が
た
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

２
か
月
に
一
度
の
登
場
で
す
が
、
最
近
で

は
知
人
か
ら
、「
編
集
後
記
を
読
ん
だ
よ
」

と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

特
に
小
生
が
担
当
し
て
い
る
こ
と
を
告
げ

て
は
い
ま
せ
ん
が
、（
入
）と
い
う
ペ
ン
ネ
ー

ム
と
、
特
徴
を
と
ら
え
た
似
顔
絵
で
簡
単

に
判
明
し
て
し
ま
う
よ
う
で
す
。

▼
稚
拙
な
レ
ベ
ル
で
は
あ
り
ま
す
が
、
も

の
を
書
く
と
い
う
仕
事
を
し
て
い
る
と
、

「
記
事
を
読
ん
だ
」
と
い
う
一
言
が
と
て
も

う
れ
し
く
感
じ
ま
す
。
そ
の
う
え
、「
お
も

し
ろ
か
っ
た
」
な
ど
言
わ
れ
た
と
き
に
は
、

お
世
辞
と
は
分
か
り
つ
つ
も
、
単
純
な
小

生
は
天
に
も
昇
る
心
地
に
な
り
ま
す（
笑
）。

こ
れ
か
ら
も
一
字
一
句
に
情
熱
を
込
め
、

少
し
で
も
印
象
に
残

る
も
の
を
書
き
た
い

と
、
決
意
を
新
た
に

す
る
と
こ
ろ
で
す
。

▼
夏
野
菜
を
も
り
も
り
食
べ
た
お
か
げ

か
、バ
テ
る
こ
と
も
ヤ
セ
る
こ
と
も
な
く
、

涼
し
い
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。
10
月
３
日

㈰
の
「
越
後
妻
有
職
（
食
）
人
ご
っ
た
く
」

に
は
ち
ょ
っ
と
し
た
縁
が
あ
り
お
じ
ゃ
ま

す
る
予
定
で
す
が
、
気
に
入
っ
て
い
る
お

店
や
気
に
な
っ
て
い
る
お
店
が
出
店
す
る

の
で
、
か
な
り
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

実
り
の
秋
を
も
り
も
り
味
わ
う
ぞ
！

▼
そ
れ
に
し
て
も
最
近
、〝
ご
っ
た
く
〟

と
い
う
言
葉
が
よ
く
使
わ
れ
ま
す
。
大
勢

集
ま
っ
て
に
ぎ
や
か
に
何
か
を
す
る
、
と

い
っ
た
と
き
に
ち
ょ
う
ど
響
き
が
良
い
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
こ
ら
へ
ん
の
方
言

で
は
仕
事
と
か
準
備
と
か
騒
ぎ
と
い
っ
た

意
味
で
す
が
、
信
州
弁
で
は
ち
ょ
っ
と
違

う
よ
う
で
す
。
長
野
県
民
が
「
職
（
食
）

人
ご
っ
た
く
」
と
書
か
れ
た
チ
ラ
シ
を
見

た
ら
、
ち
ょ
っ
と

ビ
ッ
ク
リ
し
て
し
ま

う
か
も
？

(五) (入)

●日　時　毎週火曜日　午前10時〜11時
●会　場　市民体育館　※19日は電車遠足
●対　象　１歳〜就園前のお子さんとその保護者
●問合せ　中央公民館　☎757-5011

 なかよしランド

●心配ごと相談

　会場：社会福祉協議会（本所・支所）
　時間：午後１時30分〜４時
▽十日町本所　毎週木曜日
▽松代支所　　１日㈮　  ▽松之山支所　12日㈫
▽中里支所　　15日㈮　 ▽川西支所　　26日㈫

問合せ　社会福祉協議会　☎750-5010

●日　時　毎週木曜日　午前10時〜11時
●対　象　未就園児とその保護者
●会場・問合せ　水沢公民館　☎758-3101

 いっしょにあそぼ

●日　時　９日㈯　午前10時〜11時
●会　場　神明水辺公園
●対　象　乳幼児〜小学生
●問合せ　水落　☎756-2254

 ぐりぐらルーム

●日　時　９日㈯　午前10時〜
●対　象　園児〜小学生
●会場・問合せ　中里公民館　☎763-2493

 おはなしひろば

●日　時　14日㈭　午前10時〜11時
●対　象　乳幼児とその保護者
●会場・問合せ　情報館　☎750-5100

 おはなしたまてばこ

●日　時　16日㈯　午後２時〜３時
●対　象　幼児〜小学生
●会場・問合せ　情報館　☎750-5100

 読み聞かせの会「どんぐり」

●日　時　２日㈯・９日㈯・23日㈯・30日㈯
　　　　　午前10時30分〜11時
●対　象　乳幼児
※30日のみ午後２時〜２時30分、小学生が対象
●会場・問合せ　情報館　☎750-5100

 おはなしぴよぴよ

●日　時　16日㈯　午前10時〜11時
●会　場　千手中央コミュニティセンター
●対　象　乳幼児〜小学３年生
●問合せ　保坂　☎090-7814-9462

 おはなしの会「ふきのとう」

　「第４回絵本の勉強会〜絵本との出会い〜」を開
催します。
●日　時　２日㈯　午前10時30分〜11時30分
●対　象　小さいお子さんのいるお母さん
●会場・問合せ
　十日町おやこ劇場事務所・加賀書院 ☎752-2114
※加賀文庫の絵本の貸し出しも行っています

 十日町おやこ劇場

●ちびっこひろば
●日　時　13日㈬　午後６時〜８時

●会　場　十日町保健センター（市役所隣）

●医　師　山下医師（山下メンタルクリニック）

●申込み・問合せ　健康支援課成人保健係☎757-9764

●こころの健康相談

●期日・会場・受付時間

13日㈬　吉沢織物㈱昭和町工場　午前10時〜正午

　　　　　　　〃　　　　　午後１時〜３時30分

25日㈪　㈱大和伸管所新潟橘工場　午前10時〜11時

　　　　千手中央コミュニティセンター　午後０時30分〜３時30分

28日㈭　松代支所　　　　　午前10時〜11時45分

　　　　松之山支所　　　　午後１時30分〜３時30分

●問合せ　健康支援課母子保健係　☎757-9759

●全血献血

●ジョブカフェ（若者のための仕事相談）

　おおむね30代半ばまでが対象です　※要予約
　７日㈭・21日㈭　午前10時〜午後３時
　会場：本町分庁舎　☎757-3139

●定例行政相談
　毎月第２金曜日　午前10時〜正午
　会場：本庁消費生活相談室・行政相談室

●行政相談
　【川西地域】27日㈬　午後１時〜３時
       　　　　会場：はあとふる川西
　【中里地域】16日㈯　午後１時30分〜３時30分
       　　　　会場：中里支所
　【松代地域】１日㈮　午後１時30分〜４時
       　　　　会場：社会福祉協議会松代支所

●特設人権相談
　26日㈫　午前10時〜午後３時
   会場：松代総合センター

●法律相談　電話で市民生活課市民年金係へ要予約
　毎週木曜日　午後１時30分〜４時　
　会場：本庁消費生活相談室・行政相談室

●多重債務相談　電話で市民生活課交通生活係へ要予約
　13日㈬　午後１時30分〜４時30分
　会場：本庁消費生活相談室・行政相談室

●消費者相談　電話で市民生活課交通生活係へ予約可
　毎週月曜日 午後１時30分〜４時
　会場：本庁消費生活相談室・行政相談室

●定例社会保険・年金相談
　14日㈭・28日㈭
　午前10時〜正午、午後１時〜３時
　会場：クロス10

●教育・少年相談
　月〜金曜日（休日・祝日・年末年始を除く）
　午前９時〜午後５時
　会場：教育センター（情報館内）
　※電話相談（☎756-5010）も行っています

●女性相談専用電話
　月〜金曜日（休日・祝日・年末年始を除く）
　午前８時30分〜午後５時15分　☎757-3701

●各種相談のお知らせ

●離乳食教室
事業名 対象児 開 催 日

離乳のはじめて
コース

２か月〜４か月児 ８日㈮

ステップアップ
コース

６か月〜９か月児 22日㈮

会　　場　十日町保健センター（市役所隣）

受付時間　午前９時45分〜10時

　　　　　直接会場へおいでください

持 ち 物　母子健康手帳・筆記用具

●乳幼児の健康相談 対象は乳幼児とその保護者です

期　日 会場 受付時間

13日㈬
千手中央コミュニティセンター

午前９時30分〜正午
午後１時〜２時30分

子育て支援センター「きらりん」 午前10時〜11時

14日㈭
子育て支援センター「くるる」 午前10時〜11時30分

松之山保育園 午前９時〜11時

29日㈮ 松代保育園 午前９時〜11時30分

期　日 会場 受付時間

４日㈪・18日㈪ 十日町保健センター（市役所隣） 午前9時30分〜11時30分

14日㈭ 吉田公民館 午前9時30分〜11時30分

15日㈮ 水沢公民館 午前9時30分〜11時30分

18日㈪ 松代支所 午前9時〜11時

19日㈫ 川西支所 午前9時〜11時

22日㈮
中条公民館 午前9時30分〜11時30分

下条公民館 午前9時30分〜11時30分

25日㈪
中里支所 午前9時〜11時30分

松之山支所 午前9時〜11時30分

※健康手帳のある人は持参してください

●健康相談 保健師による相談

期　日  医療機関名  住　所 電話番号

富田医院 発電所通り西 761-0200

大坪医院 四日町新田２ 757-6100

田中外科医院 田中町本通り 752-2403

山口医院 袋町中 752-2174

大熊内科医院 山本町１ 752-7066

山口医院 下条中央通り 755-2003

30日㈰

10日㈰

11日㈷

●診療時間：午前８時30分〜午後５時
※昼休み時間が医療機関により異なりますので、午
　後の診療開始時間は問い合わせてください

３日㈰

●休日救急医

事 業 名 期  日 受 付 時 間 対 象 児

４か月児
健診

27日㈬
午後１時
　〜１時30分

22年６月
生まれの乳児

10か月児
身体測定

28日㈭
午前９時
　〜９時30分

21年12月
生まれの乳児

１歳６か月児
健診

20日㈬
午後１時
　〜１時30分

21年４月
生まれの幼児

２歳６か月児
身体測定

27日㈬
午前９時
　〜９時30分

20年４月
生まれの幼児

３歳６か月児
健診

21日㈭
午後１時
　〜１時30分

19年４月
生まれの幼児

◎会　場…十日町保健センター（市役所隣）
◎持ち物…母子健康手帳、問診票、フッ化物歯
　面塗布希望確認票（１歳６か月児のみ）、視聴
　覚アンケート（３歳６か月児のみ）、着替えや
　おむつなど必要なもの
◎健診は体調の良いときに受診してください。欠
　席や体調が心配な場合は、本庁または各支所へ
　連絡してください。
◎３歳６か月児健診は事前に検査セットを送りま
　す。届かない人は本庁へ連絡してください。
◎健診終了時間が遅くなることがあります。ゆと
　りをもって来てください。

●乳幼児健診

17日㈰

24日㈰

31日㈰
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　「
今
日
一
日
、頑
張
っ
て
い
き
ま
っ
し
ょ

い
！
」
と
拳
を
突
き
上
げ
、
元
気
に
声
を

か
け
る
の
は
、
昨
年
４
月
か
ら
こ
へ
び
隊

に
参
加
し
、
現
在
事
務
局
で
ま
と
め
役

の
、
大
橋
惇
一
さ
ん
（
21
歳
）。
千
葉
の

大
学
で
国
際
協
力
を
専
攻
し
て
い
る
３
年

生
で
、
夏
休
み
を
利
用
し
て
こ
へ
び
隊
に

参
加
し
て
い
ま
す
。
き
っ
か
け
は
大
学
の

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
プ
で
十
日

町
市
に
来
た
と
き
、
何
気
な
く
参
加
し
た

こ
へ
び
隊
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
。以
来
、

こ
へ
び
隊
の
魅
力
に
は
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
大
橋
さ
ん
は
、「
こ
こ
の
自
然
や
人
が

好
き
で
す
ね
。
僕
は
地
域
振
興
の
勉
強
の

た
め
に
参
加
し
ま
し
た
。
美
術
専
攻
や
建

築
専
攻
な
ど
芸
術
に
興
味
の
あ
る
多
く
の

学
生
が
こ
へ
び
隊
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

こ
へ
び
隊
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の

人
た
ち
が
集
い
、
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
視
点

か
ら
活
動
す
る
こ
と
に
お
も
し
ろ
さ
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。
理
解
す
る
の
に
難
し
い

作
品
も
あ
り
ま
す
が
、
芸
術
の
感
じ
方
も

人
そ
れ
ぞ
れ
で
良
い
と
思
い
ま
す
」
と
話

し
ま
す
。
続
け
て
、
こ
へ
び
隊
の
活
動
に

興
味
の
あ
る
人
に
対
し
て
、「
で
き
る
範

囲
で
肩
ひ
じ
張
ら
ず
気
長
に
緩
く
や
っ
て

ほ
し
い
で
す
ね
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　
今
や
芸
術
祭
の
開
催
に
は
欠
か
せ
な
い

存
在
の
こ
へ
び
隊
。
彼
ら
の
活
動
が
、
地

域
振
興
の
大
き
な
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。

₃₀

都
市
と
農
村
を
結
ぶ
懸
け
橋
に

　

芸
術
祭
を
陰
で
支
え
る
こ
へ
び
隊
。
そ
の
活
動
は
作
品
の
管
理
や
空
き
家
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
、
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
か
ら
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
彼
ら
の
多
く
は
都

会
か
ら
参
加
し
て
る
学
生
で
す
が
、
地
元
参
加
者
も
い
て
老
若
男
女
約
１
、
０
０
０
人
が

こ
へ
び
隊
に
登
録
し
て
い
ま
す
。
大
地
の
祭
り
で
は
、
延
べ
５
０
０
人
の
隊
員
が
炎
天
下

の
中
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
し
ま
し
た
。

●
問
合
せ
　
ま
つ
だ
い
﹁
農
舞
台
﹂　

　
　
　
　
　
☎
５
９
５

｜

６
１
８
０

こ
へ
び
隊

　開催期間中は毎朝朝礼を行い、その日の活動をみんなで確認します。朝礼
最後に「頑張っていきまっしょい！」と元気に声を上げるこへび隊の皆さん。

　大地の祭り期間中、キナーレ
に開設されたこへびインフォ
メーションで、来訪者に対して
作品の案内をする大橋惇一さん
（写真右）

　こへび隊の活動に参加し、
“蔓蔓”で作品解説を行う、
地元参加者の相澤銀次さん
（31歳・太平／写真中央）。
相澤さんは、「芸術には無縁
ですが、この活動をとおして、
いろいろな人と触れ合えるの
が魅力ですね」と語ります。
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